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○議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

（諸般の報告） 

日程第 ２ 一般質問   ９番 稲 垣 淳 一 君 

             ３番 大 江 道 男 君 

 日程第 ３ 報告第 ８ 号 美幌町議会運営委員会事務調査結果報告について 

日程第 ４ 報告第 ９ 号 美幌町議会改革・活性化調査研究特別委員会事務調査結果報 

告について 

 日程第 ５ 承認第１２号 専決処分の承認について［令和４年度美幌町一般会計補正予

算（第１号）］ 

 日程第 ６ 同意第 ４ 号 美幌町教育委員会教育長の任命について 

 日程第 ７ 同意第 ５ 号 美幌町教育委員会委員の任命について 

 日程第 ８ 議案第３２号 動産の取得について［除雪グレーダ（サイドウイング付）］ 

 日程第 ９ 議案第３３号 動産の取得について［各小中学校用電子黒板一式］ 

 日程第１０ 議案第３４号 動産の取得について［各中学校校務用端末一式］ 

 日程第１１ 議案第３５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

 日程第１２ 議案第３６号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 

 日程第１３ 議案第３７号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 

 日程第１４ 議案第３８号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 

 日程第１５ 議案第３９号 美幌町税条例等の一部を改正する条例制定について 

 日程第１６ 議案第４０号 美幌町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する

条例制定について 

 日程第１７ 議案第４１号 美幌町公共下水道設置条例の一部を改正する条例制定につい

て 

 日程第１８ 議案第４２号 令和４年度美幌町一般会計補正予算（第２号）について 

 

○日程追加事件 

追加日程第１ 議案第４３号 令和４年度美幌町一般会計補正予算（第３号）について 

 

○議事日程 

 日程第１９ 意見書案第２号 中華人民共和国による人権問題に対する調査及び抗議を求め

る意見書について 

 日程第２０ 意見書案第３号 補聴器購入補助等の改善をはじめ、難聴（児）者への支援拡

充を求める意見書について 

 日程第２１ 意見書案第４号 女性トイレの維持及びその安心安全の確保を求める意見書に

ついて 

 日程第２２ 意見書案第５号 森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充

実・強化を求める意見書について 

 日程第２３ 意見書案第６号 適格請求書等保存方式（インボイス制度）の導入中止を求め

る意見書について 

 日程第２４ 意見書案第７号 水田活用の直接支払交付金の見直しの中止を求める意見書に

ついて 
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 日程第２５ 意見書案第８号 食料安全保障の強化を図る新たな国の予算確保と国民への理

解醸成を図る意見書について 

 日程第２６ 意見書案第９号 ２０２２年度北海道最低賃金改正等に関する意見書について 

 日程第２７ 意見書案第１０号 地方財政の充実・強化に関する意見書について 

 日程第２８ 意見書案第１１号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「３

０人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に

向けた意見書について 

 日程第２９ 意見書案第１２号 消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書について 

 日程第３０ 報告第１０号 令和３年度美幌町一般会計予算繰越明許費繰越計算書につい

て 

 日程第３１ 報告第１１号 令和３年度美幌町一般会計予算事故繰越し繰越計算書につい

て 

 日程第３２ 報告第１２号 令和３年度美幌町水道事業会計予算繰越計算書について 

 日程第３３ 報告第１３号 一般財団法人美幌みどりの村振興公社の経営状況報告につい

て 

 日程第３４ 報告第１４号 専決処分の報告について（町道第１号道路歩道上の対物破損

事故による損害賠償） 

 日程第３５ 報告第１５号 専決処分の報告について（工事請負契約の一部変更） 

 日程第３６ 報告第１６号 例月出納検査報告について（２月～４月分） 

 日程第３７ 閉会中の継続調査について 

 

○出席議員 

     １番 戸 澤 義 典 君      ２番 藤 原 公 一 君 

     ３番 大 江 道 男 君      ４番 髙 橋 秀 明 君 

     ５番 木 村 利 昭 君      ６番 伊 藤 伸 司 君 

     ７番 坂 田 美栄子 君  副議長 ８番 岡 本 美代子 君 

     ９番 稲 垣 淳 一 君     １０番 古 舘 繁 夫 君 

    １１番 上 杉 晃 央 君     １２番 松 浦 和 浩 君 

    １３番 馬 場 博 美 君  議 長１４番 大 原   昇 君 

 

○欠席議員 

なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美 幌 町 長        平 野 浩 司 君 
教 育 委 員 会        
教 育 長 

矢 萩   浩 君 

  監 査 委 員        髙 木   清 君   

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

副 町 長        髙 﨑 利 明 君 総 務 部 長        小 室 保 男 君 

町民生活部長 関   弘 法 君 福 祉 部 長 河 端   勲 君 

経 済 部 長        後 藤 秀 人 君 建 設 部 長 那 須 清 二 君 
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病 院 事 務 長        但 馬 憲 司 君 事務連絡室長        志 賀   寿 君 

会 計 管 理 者        田 中 三智雄 君 総 務 課 長 斉 藤 浩 司 君 

危機対策課長 弓 山   俊 君 政 策 課 長 沖 崎 寿 和 君 

財 務 課 長 吉 田 善 一 君 町民活動課長 佐久間 大 樹 君 

戸籍保険課長 
選挙管理委員会事務局長 

佐々木   斉 君 税 務 課 長 松 尾 まゆみ 君 

社会福祉課長 水 上 修 一 君 保健福祉課長 中 尾   亘 君 

農林政策課長 
農業委員会事務局長 

橋 本   勝 君 耕地林務主幹 伊 藤   寿 君 

みらい農業課長 午 来   博 君 商工観光課長 影 山 俊 幸 君 

建 設 課 長 森 口 尚 博 君 建 築 主 幹 宮 田 英 和 君 

環境管理課長 鶴 田 雅 規 君 上下水道課長 石 山 隆 信 君 

病院総務課長 以 頭 隆 志 君 地域医療連携課長 高 山 吉 春 君 

事務連絡室次長 横 山 聖 二 君 教 育 部 長 遠 藤   明 君 

学校教育課長 多 田 敏 明 君 学校給食課長 片 平 英 樹 君 

社会教育課長 立 花 良 行 君 スポーツ振興課長 浅 野 謙 司 君 

博 物 館 課 長 鬼 丸 和 幸 君 監査委員事務局長 遠 國   求 君 

監査委員事務局次長 小 室 秀 隆 君   

 

○議会事務局出席者 

  

事 務 局 長 遠 國   求 君 次 長 小 室 秀 隆 君 

庶 務 係 長 村 田   剛 君 庶 務 係 金 子 未 准 君 
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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。 

定足数に達しておりますので、これから

令和４年第５回美幌町議会定例会、第３日

目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１１番上杉晃央さん、１２

番松浦和浩さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

本日の会議につきましては、御手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。 

朗読については省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

９番稲垣淳一さん。 

○９番（稲垣淳一君）〔登壇〕 それで

は、先に通告してありますとおり、大きく

３点、質問をさせていただきます。 

まず１点目でありますが、新型コロナへ

の対応についてということであります。 

コロナ禍における各種事業、イベント開

催の考え方についてお尋ねいたします。 

新型コロナウイルス感染症対策本部が設

置されて、２年が経過いたしました。 

新型コロナウイルス感染症対策の名のも

とに、日常生活が一変いたしました。 

仕事の在り方、学校生活、各種イベント

の自粛、自治会活動の自粛、飲食等の全て

において非日常の暮らしを余儀なくされま

した。 

今では、複数回に及ぶワクチン接種の実

施や感染症対策の徹底と、暮らしにコロナ

対策が日常化してきています。 

無論、慣れによる気の緩みはあってはな

りませんが、皆、日常生活を取り戻すべく

努力を重ねているところであります。 

夏冬を通して、各種イベントが盛んな当

町ですが、早々に美幌観光和牛まつりの開

催中止、次いで美幌ふるさと祭りの中止が

発表され、さらに、冬まつりにおいてもコ

ロナにより２年連続で中止したところであ

ります。 

地域における各種会合はもとより、学

校、企業、商店街のイベントも鳴りを潜め

ています。 

町民の生活、地域の経済への影響を注視

しつつ、状況に応じて追加の対策を講じる

など、感染拡大の防止と社会経済活動の回

復に全力を尽くしていくと、町長が述べて

おりますが、今年もこのまま暮らしに耐え

てやり過ごしていくのか、積極的に対策を

打っていくのか、現在の考えをお示しくだ

さい。 

２点目、教育行政についてであります。 

美幌高校の魅力化向上への施策について
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であります。 

本年６月７日、北海道教育委員会は、２

０２３年から２５年度の公立高校配置計画

案を公表し、美幌高校の農業関連２学科の

再編による１学級減が改めて示されまし

た。 

このことに対し矢萩教育長は、「残念だ

がやむを得ない」とした上で、「これが発

展的な再編につながれば美幌高校の魅力を

高める様々な取組が着実に進むことを願

う」と、新聞にコメントを発表されていま

した。 

これまで様々な施策を打ってきました

が、令和４年度に美幌高校に入学した生徒

数は、普通科８０名定員に対し３５名、生

産環境科学科４０名に対し１５名、地域資

源応用科４０名に対し１７名、合計６７名

の新入生を迎えることとなりました。 

本町は、令和４年度に美幌高等学校教育

支援事業補助金として、９１２万１,０００

円の予算を計上いたしました。 

多岐にわたる補助内容は、入学生はもと

より在校生にも美幌高校で学ぶことへの意

欲の増大に大いに寄与していることと思い

ます。 

さらに、本年は地域みらい留学という制

度を活用して、道外より２名の方が入学さ

れました。 

現在もこの取組に対し、約６０件の引き

合いがあると聞いております。 

来年度も大いに期待が持てるところであ

ります。 

女子生徒からの引き合いも多いと聞いて

おりますが、現在は男子寮しかないため、

女子生徒は下宿生活を送っています。 

女子生徒に安心安全な住環境をどう提供

できるのかは甚だ不安でありますが、居住

先が見つからず、入学を諦めた生徒もいる

という話もあります。 

ぜひとも、町外から入学を希望する生徒

が快適に暮らせる環境を整えられるよう、

寮の新築または改築に向けて道教委に交渉

を進めていくべきものと考えますが、美幌

町の考えをお示しください。 

また、間口減は職員数の削減を意味し、

学校運営に大きな影響が考えられます。 

魅力アップを推進する学校にとって致命

的な話です。 

新たな方策を考えて対処しなくてはなら

ないと思います。 

様々な手法を用いて、オホーツク地域の

人材育成の場として美幌高校を盛り上げて

いければと考えますが、町の考えをお示し

ください。 

３点目であります。 

環境衛生について。 

埋立処分場整備についてであります。 

現在使用されている第Ⅲ期埋立処分場

は、令和９年３月までの使用が可能とされ

ていましたが、残余容量の調査報告で、最

短で令和６年２月には埋立て容量に達する

見通しであるということがわかりました。 

現在、次期埋立処分場整備に向けた計画

を策定中とのことであります。 

あわせて、一般廃棄物広域（中間処理）

施設の建設を目指して、網走市、大空町、

斜里町、小清水町の１市４町において、基

本構想及び基本計画の策定作業を進めてい

るとのことですが、現在の進捗状況につい

てお尋ねいたします。 

一つ目、中間処理施設の建設場所、その

施設内容について。 

二つ目、計画推進に当たり、１市４町の

足並みがそろっていない旨の報道がありま

すが、どういう状況であるのか。 

三つ目、この施設が予定どおりにいかな

い場合、当町の施設はどうなるのか。 

以上、考えをお示しください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 稲垣議員

の御質問に答弁いたします。 

教育行政については、教育長から答弁い

たします。 

初めに、新型コロナへの対応について。 
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コロナ禍における各種事業、イベント開

催の考えについてでありますが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、美幌観光

和牛まつりをはじめとした各種事業やイベ

ントの中止や縮小が見受けられます。 

このため、楽しみにされていた町民の皆

さんからの落胆の声がある一方で、長引く

コロナ禍により、いまだ感染への不安を抱

えている方もいることから、各種事業、イ

ベント開催は、慎重に判断する必要があり

ます。 

イベントを主催される方々は、開催に向

けて様々な検討をなされた結果、参加者や

スタッフの安全を最優先に考えて、中止や

縮小を決められたものであり、現在の感染

状況を考えますとやむを得ないものと受け

止めております。 

しかしながら、長引くコロナ禍の中、町

民の生活、地域の経済への影響を考慮しま

すと、基本的な感染対策との両立により社

会経済活動を回復させていかなければなら

ないと考えております。 

現在、一部のイベントでは、実行委員会

において代替案も検討しているとお聞きし

ておりますので、町としましても必要な支

援策を講じてまいりたいと存じます。 

コロナ禍になり、３年目の夏を迎えま

す。 

社会全体に閉塞感が漂う中、町民の皆さ

んも大きな不安を抱いておりますので、少

しでも交流することができる空間を提供で

きればとの思いもあります。 

各種事業、イベント等開催については、

飛沫の抑制や密集の回避、参加者の把握・

管理等の感染防止策の中において、様々な

角度から開催手法を検討の上、その可能性

を探ってまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りますようお願いいたしま

す。 

次に、環境衛生について。 

埋立処分場整備についてですが、１点目

の中間処理施設の建設場所とその内容につ

いてであります。 

１市４町の中で現在焼却施設を有してお

り、地理的にもほぼ中間の位置にある大空

町を第１候補地として検討を進めていると

ころでありますが、地域の理解と協力を得

た上で進めていくことが重要と考えており

ます。 

施設の内容については、焼却炉を建設す

ることで協議をしております。 

２点目の１市４町の足並みがそろってい

ないのではないかという御質問ですが、６

月９日にも広域の担当者会議が開催され、

中間処理施設については、これまでの協議

どおり令和１０年度の供用開始に向けて、

１市４町が進めていくことを確認している

状況であります。 

３点目の施設が予定どおりにいかない場

合、当町の施設はどうなるのかという御質

問ですが、美幌町だけではなく、広域の他

の自治体も埋立処分場が逼迫している状況

であるため、広域の構成自治体の増減があ

ったとしても、広域の中間処理施設の建設

はしなければならないと考えております。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○町長（平野浩司君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 稲垣議

員の御質問にお答えいたします。 

美幌高校が行う魅力化に対して、町は

種々支援を行っておりますが、中でも令和

３年度から参加しています地域みらい留学

事業は、全国に向けてのＰＲ活動であるた

め、北海道外はもとより、近隣の自治体か

らの反響も大きく、入学者確保の有効な手

段の一つであると考えております。 

反面、女子生徒に対する寄宿舎確保が不

十分で、町外からの女子生徒受入れに苦慮

している状況であり、この対応が急務であ

ると認識しております。 

町では、これまで男子寮であります報徳

寮の女子受入れに向けた改修について道教

委と相談を重ねており、町として具体的な
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支援可能な手法を検討している状況にあり

ます。 

引き続き、道教委・美幌高校とも協議し

ながら、スピード感を持って取り進めてま

いります。 

また、令和５年度から農業科の１学級が

削減され、さらに、今後の中学卒業者減少

の傾向から、普通科にも学級減の危機が迫

っている状況にあることは言うまでもな

く、生徒が行きたい、保護者が行かせたい

と実感できる魅力化アップによる生徒確保

は大きな課題でありますので、美幌高校や

美幌高等学校教育振興対策協議会とも連携

し、より効果的な支援を取り進めてまいり

ますので、御理解をお願いいたします。 

以上、お答えいたしました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） それでは、再質問

をさせていただきます。 

まず、コロナ禍における事業、イベント

の開催の考え方についてであります。 

昨今、札幌など大都市でＹＯＳＡＫＯＩ

ソーランですとか、ライラックまつりと

か、大きなイベントをニュース等々で拝見

する機会が多くあります。 

札幌とか大きな町でどういう取組をして

いるのかといろいろと注視しているところ

です。国や道の感染対策、イベント等に国

の指針が出ているところでありますが、実

行委員会が主体でやっているというのはも

ちろん理解はしているのですけれども、や

はり大きな予算をつけて美幌町がサポート

といいますか、運営をしっかりと支えてい

るという状況を見るときに、町としてイベ

ントに対してうまくいくように、感染対策

等々含めてどのような話合いが持たれ、そ

の中で今回の中止に至ったのか、お尋ねし

たいと思っています。 

大きくは和牛まつり、美幌ふるさと祭り

について、まずお尋ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（後藤秀人君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

和牛まつりに関しましては、４月１８日

に実行委員会の役員会を開催しまして、開

催の可否について協議を行いました。 

４月につきましては感染者数が拡大して

おりまして、先も見通せない状況だったこ

ともありまして、参加者とスタッフの安全

を最優先に考え、苦渋の決断でしたが中止

を決定したところでございます。 

判断の時期につきましては、和牛まつり

は様々な準備に相当期間を要することか

ら、４月の決定となったところでございま

す。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 美幌ふる

さと祭りの実行委員会につきましては、５

月の末に実施してございます。 

和牛まつり同様、当然ながら感染状況を

鑑みた中での中止ということであります。 

ふるさと祭りにつきましては飲食を伴う

出店も多く、また、人の滞留も確かに多い

といったことから、和牛まつり同様、苦渋

の決断でしたが、実行委員会で中止という

判断になったという経過でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） はい、ありがとう

ございます。 

苦渋の判断というのは私も理解をすると

ころでありますが、やはりこれから、よく

言うウィズコロナ、アフターコロナを考え

たときに、皆さん、我々も日常生活におい

て今までと同じことを同じようにしようと

いう人はいないと思います。 

実際、議場でもこのようなボードを立て

て感染防止に努めるですとか、これがある

おかげで私は今マスクを外させてもらって

いますけれども、屋内でのイベント、そし
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てまた、屋外でのイベント、いろんな方策

が考えられる中、中止したことについて

は、もちろんそれ以上追及する話ではあり

ません。 

思いとしては、町の皆さんから数多くお

話を聞く中では、いろんな手法がきっと考

えられたであろうになぜという思いがやは

り強いのです。 

ですから、誰も同じものを同じ内容で今

年もやれるとは思っていないわけです。 

そこをいろいろな手法を用いて、美幌町

のやれるイベント、美幌町だからこそでき

るイベント、そういうものを考えていっ

て、そういう答えが欲しかったなというの

が思うところであります。 

答弁書の中にも代替案というか、また違

う方法で発信していくことを考えているイ

ベントもあるとありますので、そちらを大

いに期待して、今後のイベントが美幌町で

も盛り上がるようにお願いしたいと思いま

す。 

もちろん、くどいですが実行委員会が運

営するわけで、一応、実行委員会でいろい

ろと関わっている皆様の大きな声がまとま

っての判断ですから、それ以上のことは言

えません。 

ただ、近隣町村、このオホーツク管内で

も北見市や津別町、いろんなイベントが復

活といいますか、止まっていた歯車を今、

動かそうとしているわけです。 

それが、美幌町では今現在なかなか大き

なものが動かせていなかったということ

も、私はちょっと寂しく思うところで、今

回の質問になっているわけであります。 

今後、美幌町もいろいろな所管部局にお

かれまして、イベントまたは行事等々考え

ているところと思います。 

例えば、びほーるでもいろんな劇団四季

があったり、いろんなお笑いのライブがあ

ったりとか、７月には野外ですけれどＴＲ

ＩＰＬＡＮＥの皆さんのライブがあるとい

う話もありますが、教育委員会で所管する

そういうイベントについては、今現在どの

ような準備を進めているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） イベントの関係

でございますが、まず教育委員会が所管す

るイベントとして大きなイベント、８月に

ビホロデュアスロン大会がございます。 

こちらにつきましては、屋外のイベント

であるということと感染状況を見ながらと

いうことが絶対前提でありますけれども、

今回は３年ぶりに実施するところでござい

ます。 

ただ、実施に当たっては、３年前とは同

じにはならないということで、例えば前日

のレセプションを廃止したりだとか、あと

当日におきましても飲食の場面も極力ほと

んどないような形で、感染状況に配慮した

中でやってまいります。 

また、文化事業で各種実行委員会が主体

となってやっているイベントでございます

が、こちらにつきましてもびほーる使用の

ガイドラインがございます。 

例えば手指消毒だとか、検温だとか、感

染地域からの移動者には届出をしてもらう

だとか、名簿の提出等々、様々な細かい取

決めがありますので、それらを実行した上

で感染予防対策と文化事業の両立を図って

まいりたいと思っておりますので、よろし

くお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 教育委員会が実施

するイベントには、ある意味飲食が伴わな

いというのが、そしてまた、デュアスロン

は屋外ですし。 

もちろん東京マラソンとかやっている経

緯もありますし、あえて言えば、去年の話

とはいえ、東京オリンピックもやりました

し。 

やはり外でのイベントごとについては、

大いに今までの鬱憤を取り払うかのような

内容でやっていただきたいという思いがあ
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ります。 

また、我々日本人といいますか、手洗

い、消毒、うがい、マスク。この辺は本当

に徹底している民族でありますので、そう

そう大きなトラブルもなく。 

先ほどのＹＯＳＡＫＯＩソーランですと

か、札幌の祭りも見ていますとやはり一方

通行で流すだとか、逆に入り口で検温する

ばかりに入り口が溜まってしまって密にな

ったという話もあります。 

そういうところをしっかりと対策を施せ

る。 

美幌町の町の規模でいきますと、ある意

味町民の皆さんの理解もあると思われます

ので、いけるのかなと感じております。 

教育委員会の話は大体理解しました。 

例えば、経済部関連でいきますと、今後

農村ツーリズムですとか、小さいところで

いえばきてらすも今どういう運営をされて

いるのかとか、今後サイクルアドベンチャ

ーオホーツクも動き出してくると思いま

す。 

さらに、トレイルルートの開発だとか、

いろいろと観光といいますか、物事を動か

していくためにいろんな施策が考えられる

と思いますが、その状況はどうなっている

のでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（後藤秀人君） ただいまの御

質問でございますが、農村ツーリズムに関

しましては、ただいま１件要望がありまし

て、そちらは一つの団体ということで、不

特定多数ではないということもあります

し、受入れを今進めているところでござい

ます。 

きてらすにつきましても、担当では協議

を進めておりまして、今、遊具等を一部閉

鎖しておりますが、少しずつ元に戻してい

く。 

ただ、木の玉につきましてはちょっとま

だ時期が早いかなということで、担当では

そういう見解でおります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 今、自転車もたく

さん購入されてサイクルアドベンチャー、

この近隣の町村で動いていると思うのです

が、あわせて、トレイルルート開発とか、

その辺についてはどのような動きがありま

すでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

御質問のサイクルアドベンチャーオホーツ

クの協議会の活動でございますけれども、

４月に協議会の会議がございまして、その

中で年間の予定ということで、札幌から団

体の方にこのオホーツクに来ていただいて

のモニターツアーですとか、また、先日モ

ンベル主催でありますけれども、ＳＥＡ 

ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ関係の事業ですとか、

そういったことで事業を動かしていきたい

ということで、今取り進めているところで

す。 

ただ、一つ、広域のサイクル事業としま

して、オホーツクライドというものを当初

運営、実行するために協議会で計画した部

分については、協議会の中でなかなか対応

が難しいということは、その会議の中で話

が出ていたところでございます。 

また、トレイルルートにつきましては、

今現在調査道ということで、美幌町、大空

町、津別町の３町と各町の観光協会で打合

せ、幹事会をさせていただいております。 

今現在、藻琴山から美幌峠までのルート

のところに、峠のところで防雪柵を弟子屈

道路事務所が設置している箇所があるので

すが、そこの作業道をお借りしてトレイル

ルートにすること、併用することができな

いかという御相談をさせていただいている

ところでございます。 

美幌峠から津別峠のルートにつきまして

も、美幌峠は牧場がございますので、その

牧場を回避した中でのルートの設定だと
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か、今現在調査しながら進めているところ

でございますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） いろいろと創意工

夫しながら進めているというのは理解した

ところであります。 

あとは、ちょっと細かくて恐縮ですが、

総務部にお尋ねすることになると思いま

す。 

今のところ１０月３０日に町の総合防災

訓練が予定されていると思います。 

今回は参加体験型の訓練を予定している

と聞き及んでいますが、これからはこうい

う訓練、いろんな対策を講じているとは思

いますが、特にこの部分については慎重に

動いていきたい、または、何か特別な考え

があればお尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 今お尋ねの総

合防災訓練、本年１０月３０日の日曜日に

実施する方向で進めてございます。 

まだ十分に煮詰まっていないのですけれ

ども、コロナ禍が続いているということも

ございますので、仮に感染が秋口に広がっ

た状態でも、訓練を実施できるようなこと

を今想定しております。 

基本的には美幌町は河川の増水によって

浸水してしまう地区がございますので、そ

ちらの地区を対象に水防型の訓練を実施で

きないかということで考えてございます。 

ただ、全町的な総合防災訓練ということ

でもありますので、全町民を対象に防災の

意識を高めるための何か講話を開催したい

という思いもございますので、関係機関と

今現在細部を詰めている状況でございま

す。 

現時点ではこのぐらいしかちょっとお答

えできないのですけれども、いずれにして

も１０月３０日に開催できるように準備を

進めてまいりますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） それぞれの部署で

いろいろと前に進む取組をしっかりととっ

ているという話を聞いて、一つの方向が見

えたのかなと思います。 

町長の答弁にございますように、町長自

身はイベント大好きというとちょっと語弊

がありますけれども、昔から前に、裏に、

表に、いろいろと活躍されてきた方であり

ますから、町民の皆さんの笑顔が、我々と

いいますか、町がイベントにいろいろとお

金も、手間も、暇もかけている、きっと大

きな部分なのだろうと私は思っています。 

私が１番そう思っているのですが、最近

仲間と話すときは、とにもかくにも笑顔は

自粛しないと。 

この言葉を合い言葉に何とか、少しで

も、半歩でも、いろんな町の行事が進ん

で、美幌町民の笑顔が１人でも多く増える

ようなことを常に思っているわけです。 

最後に、町長から困難な部分が多いかと

思いますが、一つ決意を改めてお尋ねした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 美幌町のイベント

行事等については、個々の御説明をさせて

いただきました。 

今、稲垣議員にいろいろ言っていただき

ましたけれども、思いとしては当然、ウィ

ズコロナ、アフターコロナを意識した中

で、従来とやり方は違うとしても、できる

だけやっていきたいという思いはありま

す。 

ですから、実施するに当たっては、形態

が違うものがあって、その中でどこまで私

どもが中心になって、または、後ろから応

援してというのはあるのですけれども、う

ちのスタッフとよく話す中においては、可

能な限りやっていこうということでありま

す。 
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そして、今、稲垣議員がおっしゃった町

民の笑顔と元気をしっかり引き出して、美

幌町は元気なまちだよということを皆さん

と確認しながら、いいまちづくりができれ

ばと思っております。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） よろしくお願いし

たいと思います。 

本当に我々も商店街だとかも飲食は難し

いのですが、いろんな創意工夫をして、一

歩とは言いません、半歩でいいので前に進

めるように、いろいろ努力している方が多

いものですから、ぜひ町の後押しを期待す

るところであります。 

続きまして、美幌高校の魅力向上策につ

いてであります。 

今回の質問の大きな話としては、ここに

書いてあるとおり町外からいろいろと多く

の引き合いがあること、美幌高校が注目さ

れているんだという話を去年から聞いてお

ります。 

私もこの美幌高校の間口削減ですとか、

魅力向上についての質問はここでも何度か

させていただいているのですが、今回あえ

て地域みらい留学ということをいろいろ調

べたところもあり、女子生徒からの引き合

いが多いということもわかりました。 

昔から美幌高校には男子寮しかなく、あ

そこはもちろん道の施設でありますから、

町がどのように関わっていけるのかなとい

うのは、いろいろ思うところでありまし

た。 

今、教育長から道教委といろいろと話を

している、そういう話が進んでいるという

ことを聞いて、一つ安心した次第ではあり

ます。 

しかし、美幌町の生徒数が少ないという

部分に待ったはなく、それこそ来年度の結

果によって、普通科高校もいよいよ最後通

牒を突きつけられるという話もあるわけで

すから、寮、特に女子生徒の受入れに関し

ては今、そういう発信ができるかどうかと

いう瀬戸際かなと思っています。 

もちろん、相手のあることですから、い

ろいろ大変なのは理解するのですが、はっ

きり言いまして、来年の生徒募集に女子生

徒寮を用意して待っていますということ

が、改めて言えるのか。 

いやいやそこはまだ、相手もあることだ

し、思いはあるけれどももうちょっと待て

というのか。 

その辺の話をお聞かせいただければと思

います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまの寮の

お話でございますが、寮につきましては町

外から送り出す保護者の方々にとって見た

ら、やはり安心して暮らすことができる寄

宿舎の確保というのは絶対条件だと思って

おります。 

そのような中で、道教委とも協議を進め

ている段階でございますが、私どもの思い

としましては、来年度の生徒募集に間に合

うようにしっかり協議を整えていきたいと

思っております。 

また、その過程において、議会の皆さん

にも相談させていただく場面があろうかと

思いますが、そのときはまた、適宜相談さ

せていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） かなり信憑性の高

い話であろうと思いますが、生徒募集をか

けるときも学校のタイミングというのは、

いつ頃が発信する時期になるのでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 実際は、夏から

秋にかけて近隣の学校だとか、道外に対し

てもプロモーションをかけたりという状況

にございます。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ
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ん。 

○９番（稲垣淳一君） もう６月の後半で

夏ですから、そう遠くない時期にいろいろ

と町からそういう発信があると理解してい

いということですね。 

ありがとうございます。 

全道的にいきますと、この北海道の道立

高校の半数以上が３学級以下だという話が

ある中で、美幌はある意味小規模校となる

のでしょうけれども、逆に、道に対して思

うところは、もう３学級以下が半数という

のは当たり前、これが公立高校の北海道ス

タイルなのだということを考えたときに、

もう少ないから減らしていくのだという道

教委の考え、これを改めてもらわなかった

ら、北海道の高校生をどう考えているのだ

というところにやはり目が向くと思うので

す。 

質問の中にもありますけれども、削減イ

コール職員が減らされるという話になりま

す。 

去年も間口減の話で道教委の人が説明に

来たときに、美幌高校の先生が魅力化向上

の話は再三言うけれど、それに対して我々

現場の先生は頑張るが、生徒の数、教職員

の数はどうなるのかという話を道教委の皆

さんに言ったところ、いやそれはそれで、

間口が減れば先生も減るという、非常に何

か矛盾した話を言って帰られた。 

私も非常に腹立たしく思っているところ

でありますが、やはりアプローチとして、

道立高校を町がこれだけ支援している。 

この間も、おとといも木村議員からいろ

いろと応援の話も出ていましたけれども、

やはり私はピンポイントでこういう施策が

きっと行われている美幌町は、本当にもう

自慢、誇れるなと思っています。 

私も、いろんな町外の方にも農業に興味

ある方、ぜひ枠があるから美幌高校に安心

して子供たちをよこしてという話をさせて

もらうことがあります。 

受入れ側の学校の体制が、これから先生

の数が減ることによってどこまで子供たち

にしっかりとした教育またはその指導がで

きるのかということは、大変不安になる部

分であります。 

しかし、先生たちの熱意だけで賄えない

部分もあると思うのですが、そういう何と

いうかフォローが今後どうできるのか。 

くどいけれど道立の施設に対して、町の

支援も地域によっては地域おこし協力隊の

方が、いろんなパターンといいますか、応

援しているという話も聞くにつけ、そうい

ういろんな手法はきっと皆さんアイデアを

出して工夫を凝らしているのですけれど

も、道教委にいろいろと働きかけるという

のももちろんですが、町の独自策で何か考

えられるものはありますでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 教員の数を削減

するということでございますが、今私ども

で知り得ているお話の中で言えば、例えば

１間口減ることによって先生の数が８人か

ら９人減るという状況にございます。 

そうすることによって、今までできたこ

とができなくなるということがございま

す。 

これは、例えば部活であったり、放課後

の講習であったり、選択教科であったりと

様々な面、実際にそこで３年間学校生活を

送る子供たちにとって、非常に大きな状況

でございます。 

そういったことの影響は最小限にしてい

ただきたいということは、配置計画が話題

になった令和元年から、町としては意見を

言い続けているところでございます。 

また、実際に来年度から農業科１間口減

ということが計画に載っておりますので、

それの実施に当たっては、地域への影響を

最小限にしていただきたい、さらには、激

変緩和策を講じていただきたいということ

は、しっかり北海道教育委員会に対して物

申していきたいと思っております。 

また、地域おこし協力隊のお話もござい
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ました。 

高校との意見交換の中でも、実際近隣の

町ではそういった事例もあるという話を伺

っております。 

ただ、市町村立の高校だという事情は違

いますけれども、全道、全国の例を見なが

ら、どのようなことができるかということ

をまたしっかり議論をしていきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 先ほど、道立高校

の半数以上が３学級以下という話をさせて

いただきましたけれども、道教委で公立高

校の統廃合の基本方針や基準を示すこれか

らの高校づくりの指針というものの改訂作

業を進めていて、９月に素案が出るという

話もあります。美幌高校がこの小規模校と

いう枠に入るのでしょうけれども、小規模

校だけれども特色を持った、花開く、受け

た子供は希望を持って卒業していただけ

る。 

そういう学校づくりのために、また汗を

かいていただきたいと思いますので、どう

ぞひとつ期待しておりますので、今後の寮

の話もぜひ実現化に向けての努力をお願い

したいと思います。 

続きまして、埋立処分場の話に変わりま

す。 

改めて、今回広域的に１市４町で中間処

理施設を建設して行うという話になります

が、もちろんその目的はごみの減量化、ま

たは、現在ある埋立処分場の延命といいま

すか、そういうものに行くのだろうと思い

ます。 

私も昨年、このごみ処理問題については

一般質問をさせていただいた経緯があるの

ですが、そのとき私は自治会のメンバーと

してまち育講座を受けまして、そこで広く

これからもまち育講座で、ごみの減量につ

いて、そのリサイクル率を高めるだとか、

そういう部分で働きかけていくという話を

当時の課長から聞いた経緯があります。 

今現在、ごみ対策についてのまち育講座

をどれぐらい実施されて、どれだけ町民の

理解を得られているのか。 

その後、ごみの減量化に何かしらの数字

として表れているものがもしあるのであれ

ば、お示しいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 御質問い

ただきましたまち育出前講座に関してでご

ざいます。 

実績の関係でございますが、昨年の７月

くらいから本格的に今回の延命の関係も含

めましたまち育講座の実施を開始してござ

います。 

その後、令和３年度中におきましては１

７回、延べ４２５名の方に参加いただいて

おります。 

団体名につきましては、自治会連合会、

女性部等をはじめ北４丁目ももちろんそう

ですし、ボランティア団体、それから北中

学校１年生にもこちらから出向きまして、

まち育出前講座をさせていただいた経過も

ございます。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） ごみ捨ては本当に

毎日のことですし、うちも御多分に漏れず

プラごみというかプラスチックを入れる袋

が、家で１番大きな袋を使っているとい

う。 

改めて本当にプラスチックゴミの多さ、

いかにプラスチックゴミを買っているかと

いうことを実感する毎日であります。 

やはりこういうことを私も大人になって

といいますか、家のことをやるからわかる

のだと。 

本当に子供さんにすると、なかなかごみ

分別、ごみ処理ということが社会生活の中

でどこまでできているのかというのもある

のですが、やはりこれも三つ子の魂百まで
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ではありませんけれども、小さいうちから

美幌町の仕組みを、社会をわかってもらう

ということは大切なことなのだろうと思っ

ています。 

ただ、やはり１回だけではなかなか理解

できないというのも、残念ながら人間の特

性でありますので、自分の興味があること

は理解するのですが、そうでないものに対

しては、スルーしてしまうというのがよく

ある話ではあります。 

ですから、私が思うには４２５名の方が

１人にしゃべればこれが倍の９００人にな

るわけですし、２人にしゃべればそういう

何というのか、発信は行政だけでもちろん

行うものではなく、やはり我々が住んでい

る町を我々が守るというのがもちろん大前

提でありますので、その辺のアプローチの

仕方をいろいろまた工夫されていただける

と、よりいい広がりもあるのだろうなと。 

鶴田さん１人一生懸命頑張っても限界あ

りますし、また、町も毎年毎年いろんなた

くさんのプログラムがありますから。 

そんな中では裾野を広げるといいます

か、身近なものに、毎日出るものではある

のですが、どうしてもお母さんとかに任せ

っきりという家も多いかもしれません。 

どう裾野を広げてこの町を守っていくの

かということを今後もより強くアピールし

ていただきたいなと思っております。 

その中でやはり思ったことは生ごみなの

です。 

生ごみは水分も多いですし、水をよく切

ってということはもちろん言われるのです

が、無論、昨日もありましたけれど生ごみ

はカラスを呼び寄せるだとか、キツネを呼

ぶだとか、決して町の環境がよくなるもの

ではありません。もちろんにおいもありま

すし。 

中間処理施設は、要は焼却施設と伺って

いますが、そうなると水分の多い生ごみに

ついては、あれこれ頭の痛いところである

のだろうなと思います。 

特に、生ごみの処理に関して訴えるとい

いますか、お願いする部分というのは今ど

のようなものがあるのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 御答弁い

たします。 

生ごみの処理につきましては、議員おっ

しゃるとおり水分が多いものですから、水

をしっかり切ってお願いしますということ

は、もちろん広報でもお伝えしているとこ

ろでございます。 

今後、焼却炉が完成しまして焼却という

ことになりましても、生ごみが大量に入る

ことによって焼却炉の温度が下がるのはよ

くないということもございますので、生ご

みが多ければ多いほど助燃剤といいますか

燃料が必要になるということも聞いてござ

います。 

水分を切ってもらうことはもちろんです

が、生ごみそのものも各御家庭で、ごみ全

体も含めてなのですが、減らしていただく

努力をしてほしいということで、当面の間

は呼びかけていこうかなと考えておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 呼びかけですか

ら、また広報だとか、いろんな発信ネタが

あるのでしょうけれども、ごみ分別手帳と

いいますか、私もアプリを入れて、ごみは

いつだったかななんて思って見ているとこ

ろはあるのですが、よりアプリを発展させ

て、今、スマホを見る町民の方が多いわけ

ですから、あとツイッター、ＳＮＳ等々で

発信することがきっと多いと思うのです。 

だから、いろんなツールを使って発信し

ていくということが求められるのだろうな

と。 

いろんな人の目に触れる、意識を持って

もらうということが大切なことなのだろう

と思います。 

ですから、私も仕事柄、時々登栄の処分
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場に行ってカラスやトンビと遊んでくるの

ですけれども、なかなか埋立てられている

ごみを見るにつけ、こういうものがまだこ

の場で捨てられてるのかなと。 

そこで、ごみ分別アプリを見て、これが

合っているのかどうなのかと。 

自分のごみは本当に適正なのかと。 

日々反省といいますか、見直す部分があ

るのですが、やはりそういう意識を高めて

もらうという部分では、テレビで、ＵＨＢ

ですか、地域の情報発信が出ていますよ

ね。 

定番で大体コロナの話とワクチンの話、

日曜日当番だとか。 

固定化されているのですが、フレキシブ

ルにこれを使っていただいて、時折いろん

なものをまぜ込んで発信してもらうという

ことも工夫として考えていただきたいなと

思うのですがいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 議員おっ

しゃるとおり、様々なツールを使って、周

知、呼びかけをしていきたいなと考えてご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） この質問の最後に

なりますけれども、中間処理施設、焼却炉

をつくるということは、１市４町の足並み

がそろったとしてもかなり莫大な建設費ま

たは維持管理費がかかると思います。 

やはりこれに取り組むということは町の

本気度といいますか、本当にもう大変で困

っているからこういうことになっていくの

だということを強く、困っているから助け

てくれというよりも、とにかくごみを減ら

すということが１番の目的であるわけです

から、そこの辺の町の本気度といいます

か、真剣さをいろんな媒体ツールを使って

発信してほしいと今私からお話ししまし

た。 

日々、そういうごみ対策を発信していか

なければならないと思っていますので、と

にかく１市４町が足並みをそろえて、この

エリアのごみ処理問題に対してすばらしい

効果を上げていただける施設になることを

願って、質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（大原 昇君） これで、９番稲垣

淳一さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１１時５分といたします。 

午前１０時５３分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時０５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君）〔登壇〕 私は、通

告しております２項目について、質問をい

たします。 

その第１は、学校給食費助成についてで

あります。 

物価高騰による学校給食への影響につい

て、まずお聞きいたします。 

ロシアのウクライナへの侵略戦争の影響

に加えて、アベノミクスによる政策的な円

安により、諸物価の高騰で国民の暮らしが

非常に脅かされています。 

全国的に学校給食でデザートが減らされ

るなど影響が報道されていますが、美幌町

での影響と対応をお示しいただきたいと思

います。 

２点目は、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金での対応について伺

います。 

４月２６日、政府は原油価格・物価高騰

等総合緊急対策を打ち出し、その中で学校

給食について、物価高騰による保護者の負

担軽減に向けた自治体の取組を強力に促す

として、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金の拡充をうたっていま

す。 
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美幌町でも学校給食費無償化等を行うべ

きと考えますが、いかがでしょうか。 

３点目は、恒久的な学校給食への町費助

成についてであります。 

美幌町でも以前から子育て世帯を中心

に、学校給食への町費助成を求める声が強

く、町のアンケート等でも示されていると

ころです。 

勤労世帯の実質所得はマイナスを続ける

中で、今日の異常な諸物価高騰は、子育て

世代を中心として、国民に大きな打撃を与

えており、ロシアのウクライナからの早期

撤退と政府の円安誘導策の中止を求める国

民の声は急速に広がっています。 

少子化の一因に子育てが大変と言われて

いる中で、全国的に学校給食費の無償化、

一部助成が広がっている状況も考慮し、当

町でも第１子から第２子への給食費無償

化、少なくとも当面半額助成に踏み込むべ

きと考えますが、いかがですか。 

２項目めは、インボイス制度の導入中止

についてであります。 

インボイス制度に対する町長の見解をま

ずお伺いします。 

消費税を１０％に引上げなさい。 

増税後の２０２３年１０月からのインボ

イス制度（適格請求書等保存方式）の導入

が決められました。 

これまで消費税の納税を免除されてきた

年間売上げ１,０００万円以下の小規模の事

業者は、インボイスを発行する必要はあり

ませんが、課税業者からインボイスを求め

られれば断り切れません。 

インボイスを発行する業者は免税業者と

なれないので、売上げが数十万円であって

も、売上げに係る消費税を支払わなくては

なりません。 

フリーランスや個人事業主にとっては死

活問題となっておりますが、平野町長の見

解をまずお伺いいたします。 

２点目は、美幌町での影響について伺い

ます。 

売上げが年間１,０００万円以下の消費税

免税業者は、美幌町内ではどの分野で何事

業者となっていますか。 

また、それぞれの業者団体等の声は、美

幌町に届いているでしょうか。 

３点目は、シルバー人材センターへの打

撃について伺います。 

シルバー人材センターの会員は消費税法

上は事業者として扱われ、シルバー人材セ

ンターの利用料には消費税がかかります。 

現在は、シルバー人材センターからの配

分金、ひと月数万円程度なので、免税業者

の扱いとなっていますが、インボイス制度

が導入された場合は、課税業者であるシル

バー人材センターが消費税を負担するか、

会員が課税業者になるかが迫られます。 

会員は取引ごとのインボイス発行や７年

間の保存などの事務負担、経済負担から、

課税業者になることができず、当然、セン

ターの負担で消費税を納税することになる

と考えられます。 

新たな税負担額は、政府見解ですが全国

１,３００か所で２００億円と言われる消費

税は、美幌町のシルバー人材センターでは

どの程度の金額で、誰が支払うことになる

のかお伺いをいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 大江議員

の御質問に答弁いたします。 

学校給食費助成については、教育長が答

弁いたします。 

インボイス制度の導入中止ですが、消費

税のインボイス制度（適格請求書等保存方

式）でありますが、インボイスとは製品や

サービスを売る側の事業者が買う側の事業

者に対し、消費税の税率や税額が分かるよ

う発行する適格請求書のこととされており

ます。 

消費税は、事業者の売上げに係る消費税

額から仕入れや経費に係る消費税額を差し

引く仕入れ額控除を行った後、納税するこ

ととなりますが、令和元年の消費税率の引
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上げに伴い軽減税率が導入され、消費税が

１０％と８％の複数税率となったことか

ら、売手と買手の適正な課税を確保するた

めにインボイス制度の導入が検討され、令

和５年１０月の運用開始に向けた移行期間

中であると認識しております。 

インボイス制度では、事業者が発行する

適格請求書がなければ、仕入れ税額控除が

受けられなくなることから、消費税の課税

事業者は適格請求書の発行に向けて準備を

進めるとともに、税務署長に適格請求書発

行事業者として登録する必要があります。 

年間の課税売上高が１,０００万円以下で

消費税の納税義務が免除されてきた免税事

業者は適格請求書が発行できず、課税事業

者は仕入れ税額控除を受けられないため、

課税事業者と免税事業者の間の取引が減少

する恐れがあることから、事実上、免税事

業者も含め多くの事業者が登録し、消費税

課税事業者になるのではないかと推測して

おります。 

インボイス制度は国の進める制度ではあ

りますが、町としましては商工会議所や税

務署と連携しながら、町内事業者に対して

情報提供を行い、国とともに制度の周知に

努めてまいりたいと考えております。 

次に、本町の免税事業者数につきまして

は、公表されているものがなく把握できま

せんが、国が実施する統計調査であります

経済センサスによりますと、平成２６年調

査では町内の従業者５人以下の小規模事業

者は５８０事業所となっておりますので、

相当数に上るものと予想されます。 

また、業者団体からの声としましては、

美幌商工会議所を含む道東９商工会議所が

国に対し、軽減税率制度の見直しとインボ

イス制度の再検討を共同で要望されると伺

っております。 

最後に、美幌町シルバー人材センターに

関する御質問でありますが、センターに確

認したところ、令和３年度決算における配

分金額が約２,０００万円ですので、消費税

額は２００万円程度になるものと思われま

す。 

支払いにつきましてはセンターが負担

し、支払うことが現実的と考えますが、イ

ンボイス制度への対応について、北海道シ

ルバー人材センター連合会において検討し

ていることから、その結果に準ずるものと

考えております。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 大江議

員の御質問にお答えいたします。 

１点目の物価高騰による学校給食への影

響についてですが、昨今の暮らしを脅かす

物価高騰により、給食の食材費の負担が増

すことから、全国的に給食費の値上げを検

討している自治体があると把握しておりま

す。 

御質問の美幌町の影響とその対応であり

ますが、今年度に入り玉ねぎやじゃがいも

などの主要食材、麺類やパン、加工食品な

どの価格が軒並み高騰し、昨年比で換算し

ますと全体で２２５万円の食材費の負担が

増すと見込んでおります。 

町の対応といたしましては、献立作成や

発注などを担う栄養士が食材の価格動向を

注視し、献立を工夫しながら、これまでど

おり栄養バランスや質、量を維持するよう

努めておりますが、今後も価格高騰が続く

と見込まれるため、保護者負担を求めない

形での食材費の追加予算措置が必要である

と認識しているところであります。 

２点目の新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金の活用による給食費の

無償化についてですが、今回の交付金の使

途は、物価高騰による自治体の給食費の値

上げを抑制し、保護者負担を軽減するため

の支援とされているものであります。 

この施策により、食材の物価高騰分を交

付金活用で補うことにより、給食費の値上

げを見送る自治体もあると認識していると
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ころであります。 

御質問の交付金の活用による給食費の無

償化ですが、交付金は限定的なものである

ことから無償化の考えはございませんが、

前述のとおり食材費の追加予算措置の際に

は補正財源として交付金を活用する考えで

おります。 

３点目の恒久的な学校給食への町費助成

についてですが、第１子、第２子の無償化

については、子育て世帯の経済的負担軽減

の観点から有効な支援策として理解してお

りますが、給食費の無償化は、本来、国が

しっかりと責任を持って実施すべき事項で

あるという考えに変わりはなく、これまで

も御説明させていただいているところであ

ります。 

なお、今後においても、経済的負担が大

きい第３子以降の給食費については、無償

化事業を継続していく考えでありますの

で、御理解いただけますようよろしくお願

いいたします。 

以上、お答え申し上げました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 学校給食費助成か

ら再質問をいたしたいと思います。 

影響額は分かり、当面の物価高騰による

影響額が２２５万円だということで、これ

について追加予算措置を行って、保護者の

負担を伴わないようにすると。 

その財源は、地方創生交付金を活用する

ということは伺いました。 

そこで、基本的には恒久的な学校給食費

の町費助成についてということで、質問を

いたしたいと思います。 

前提として、美幌町における子供の数

が、町が想定している、あるいは、次世代

の子供たちを育成するために努力をしなけ

ればならないということで、平成１５年に

成立いたしました次世代育成支援対策推進

法。 

今から１８年前になるかと思いますが、

これに基づいて美幌町も５年に１度の計画

を基にしまして、一生懸命努力をしてきて

いるということですが、実態として美幌町

の次代を担うお子さんの数が予定より相当

少なくなっているという状況がございま

す。 

昨今の出生状況について見ますと、令和

３年は１年間の出生数８６名、その前は８

８名、令和元年は１０８名、その前は８８

名、１１１名ということで、５年間の動き

を見てみますと、これ自体が大変計画を下

回っているという状況になっていると思い

ます。 

町として、当然放置できないということ

で、子供を安心して産めるように、育てら

れるようにということで、計画を立てて一

生懸命取り組んでいるにもかかわらず、な

かなか目標は達成できないというのは、何

が原因なのでしょうか。 

何が原因と受け止めておられるか。 

これは学校給食ですので、教育長がお答

えになるのか、町長がお答えになるのか分

かりませんが、まず土台となる基本認識に

ついて、お聞きをいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまのお尋

ねでございますが、国の調査等でも出てお

りますけれども、やはり少子化の原因とい

うのは重い教育費用の負担があるのかなと

私は認識しているところでございます。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） これは美幌町でも

もちろんですが、全国的な大きな問題だと

私は考えています。 

改めて、次世代育成支援の計画をずっと

年次的にみているのですが、美幌町の出生

数を遡っていきますと、合計特殊出生率は

２０００年、平成１１年の時点で１.６５、

それでもあったんですね。 

それは、全道の１.２０、全国の１.３４
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と比較をして、相当高いものでした。 

それがどんどんどんどん下がって、１５

年後、平成２６年度は逆転をいたしまし

た。 

美幌町１.２０、北海道平均１.２７、国

は１.４２と出生率の高かった町がどんどん

出生率が下がってきているいうことについ

て、何が原因なのかということは、町政執

行上の大変大きな問題だなと思うのです

が、これはぜひ担当部で分析されているの

であれば、お聞きいたします。 

分析されていないとすれば、町長のお考

えをお示しいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 申し訳ござい

ません。 

ただいまの件について、部内での検討は

行ってございませんので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 私はこのように思

っています。 

希望して結婚をされた方々がどれだけ子

供を持ちたいかということについては、以

前この議会でも発言をいたしましたが、お

金がないために、希望する子供を持たない

というのは、国の統計でも結果としてちゃ

んと出ているのです。 

大きな問題点としては、働く人の賃金が

全然上がっていないのであれば、到底希望

を持って家庭をつくるということができな

いということは明らかです。 

そこで調べてみましたら、この２５年間

に賃金が上がっていないというのは、国会

論戦の中でも出ているのですけれど、ニッ

セイ基礎研究所のデータがありますので紹

介いたしますが、名目賃金について１９９

５年を基準として、日本は２５年間で１０

０を切っていると。９６です。 

２５年間かけてマイナスです。 

名目賃金がマイナス４％であります。 

これで、主要国と比べてみますと、この

２５年間で韓国は２９２です。３倍に上が

っています。 

アメリカ２２３、２割を超えているのは

イギリスで２０８、フランス、ドイツ、イ

タリアは１６４から１５７と１.５倍から２

倍上がっているよと。あるいは３倍上がっ

ているよという中ですから、もちろん物価

も上がっているのはわかります。 

それも紹介されていますが、物価上昇を

上回る賃金が上がっているということが、

それぞれの家計にどんな影響を与えている

かというと、日本では少子化が急速に進ん

でいると。 

子供の数を持てないということで、はっ

きりあらわれているんだと思います。 

あわせていいますと、名目賃金に対して

大きな影響を与えているのは、この間消費

税が５％、８％、１０％と上がって、可処

分所得がどんどん下がっているよというこ

とも見ていく必要があるのではないか。 

あるいは社会保険料の率が上がって、こ

れも使えるお金、名目を実質的には全然足

りないというような状況があって、さら

に、この間に非正規労働が急速に広がって

いると。 

ただ、役場の正規職員は身分が安定され

ていますけれど、非正規派遣労働者の数は

特に若者世代を中心に、急速に広がってい

るとなりますと、現実の生活が成り立たな

いと。 

あるいは、見通せないから子供を持てな

いというのが、はっきりベースとして出て

いるのではないか。 

それをしっかり見た上で、子育てをどう

する、子育て支援をどうするということを

考えていかないといけないのではないかと

思いますが、これは町政執行上の問題にな

りますので、町長の御認識を伺いたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、大江議員から
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平成２６年の出生率、町とそれから道と国

の比較の中で、教えていただきました。 

私も個々の分析まではしておりません。 

そして、その中で一般論的な話をさせて

いただければ、子育てにお金がないという

部分が今、示されたわけですけれど、私も

同感のところはあります。 

しかし、じゃあ今の人たちの中で若い人

たちが裕福になったとして、本当に子供を

産み育てようという気持ちになっているか

どうかというところも、この頃疑念に思っ

ているところがあります。 

ですから、子供を産みたい、それから育

てたいという方には、本来であればこれか

らの将来をという人口問題については国が

きちんと示す。 

特に、お金に関しては、私は町村に、地

方に示すべきだと思っています。 

ただ、どういうふうに子供たちを育てて

いくかということに対する知恵について

は、子育てをしやすいまちにするというこ

とは、私は子育て、教育ということに対す

る力を入れたいと強く思っておりますの

で、それをやはりしっかりしたい。 

ただ、根底に流れているものとしては、

先ほど子供が増えていかない、次世代とい

うか、将来に向けた子供たちが増えていか

ないというのは、必ずしも所得だけの問題

ではないのではないかというのは、この頃

いろいろな研究とか、それから雑誌、本な

んかを読んで考えているところではありま

す。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 若い人の結婚感が

大きく変わってきているということについ

ては、近年の特徴だと思います。 

多様な性を是認するという時代に入って

いますので、結婚したから子供が生まれる

と自動的にはならないだろうと。 

だからこそどうするのかということも必

要なことだと思います。 

もう一つは、政策的に考える場合に、子

供を産み育てる若者世代の環境がどうなっ

ているということについても、あわせて目

を向ける必要があると思うのです。 

産む、産まないは自由だと。 

同時に、ちゃんと子供を産み育てられる

環境を政治としてはつくっているよと、あ

るいはつくっていくよということを発表し

ないといけないのだろうと思います。 

置かれている状況でみますと、総務省の

家計調査の最近の数字ですが、所得が低く

なればなるほど、消費税負担、社会保険料

の負担が大きいというのが明らかです。 

所得２００万円未満は、所得税も合わせ

て２９.５％が消費税、所得税、社会保険料

の負担額で、この点では２００万円から２

５０万円で２９.７％ピークにしまして、そ

れ以上所得が上がっていけば５００万円未

満で２１.７、１,５００万円未満で２３.９

ということで、明らかに所得の低い世帯、

世代については負担が大きい。 

消費税の逆進性、社会保険料負担の逆進

性というのを言われていて、まさに子供を

産み育てる世帯に対しては、一般的に所得

がマイナスになっていると。 

２５年間でマイナスになっているのでは

なくて、加えて、逆進性で負担が大きくな

っているということを見た場合に、どう支

援するかということが、当然問われていく

のだと思います。 

通常の状態で、若者たちが置かれている

わけではないのだということで、政策的に

取り組んでいく必要があるのだということ

を私は申し上げたいと思います。 

２０２０年の国調で、美幌町の人口が１

万８,６９７人、人口・世帯ともに昭和６１

年以降最大の減少となっているということ

が指摘をされている町で、少子高齢化の土

台となる次世代を育成する方々に対する支

援は、したがって、実態を押さえてしっか

り取り組んでいく必要があるのではないか

ということで、全国の事例はどうなのかと
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いうことも調べ始めているところです。 

文科省もようやく全国の学校給食費に対

する補助の実態を公表し始めましたが、１

番新しい数字で２０１７年いう状況です。 

それでも公表され始めたということで、

私、群馬県で学校給食への補助が進んでい

るというのをそこで見たので、データを取

り寄せてみました。 

そうしますと、群馬県内全３５の市町村

の中で、今、無償化が１４市町村、４０％

でした。 

ところが、昨日情報が入りまして、人口

２２万の太田市は、今年の１０月から中学

校で、来年４月から小学校で全て無償化す

るということになりました。 

１５市町村が全額助成と、この１０年ほ

どで取り組んでいます。 

一部助成が６市町村ありまして、第３子

以降は無償にするというような条件付が９

市町村あります。 

美幌町も似たような状況がこの中にはあ

るなと思うのですが、未実施は６市町村と

いうことで、大半が全額助成、一部助成、

条件付助成となっています。 

なかなか苦労している、どこも苦労して

いる様子が伺えます。 

第３子以降は無償にするが、それ以外は

しないと。 

ただ、美幌町が参考にすべきところがあ

るのかなと。 

人口２２万の太田市、２０１７年に第３

子以降が無料で、第２子が半額補助という

ことからスタートいたしまして、現在、第

２子以降の給食費を全額補助ということを

昨年から始めて、今年度任期途中から中学

校全額、来年小学校も全額ということで、

踏み切っているということを考えたとき

に、第１回目の答弁でございましたが、国

が全額をこれを負担すべきだという思いは

同感ではあります。 

しかし、そうは言ってられないのではな

いかと思います。 

なぜならば、学校給食費については、設

置者と保護者がお金を出すようにと決めら

れているのです。 

いや、決まっているというよりも決めら

れているというので、それを一遍に飛び越

えて、国が出せと。 

それまでは町としてはやらないとならな

いのだと思うのです。 

町長、いかがですか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、文科省が２０

１７年に全国で１,７４０自治体、当時でい

けば７６というぐらいで本当に少ない。 

私の持っていた資料が、群馬県の場合は

８から１４だったのですけれど、１番新し

いのが１５ということで、私もちょっと訂

正させていただきました。 

それで、給食費だけにこだわれば、本当

にその子育てをする中でそれだけをすると

いうことであれば、大江議員が言うことも

一つの考え方としてはわかります。 

ですから、先ほどの中で環境をどうつく

るかということにおいて、美幌町がほかに

もいろいろなことを子育てということでや

ってきているはずなのです。 

その中にプラス給食の無料化ということ

に対して、私はちょっと抵抗があります。 

これも担当というか、教育長ともいろい

ろ話すのですけれども、私が教育長時代に

言われたのは、小・中全部で１,５００人ぐ

らい生徒がいましたので、それがどんどん

どんどん減ってきて、先ほど言ったように

年間１００人を切った中でいけば、１,２０

０人ぐらいですか。 

そうなったときに当時７,０００万円ぐら

いと試算したものがだんだん下がってきて

いることは事実なのです。 

そういった中でいけば、町村によっては

そういう傾斜を見たときに、次の段階で２

分の１をやったらどうかという判断をする

ところがあります。 

ですから、私も教育長、副町長とそうい
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う迷いもしたりしております。 

ですが、そのときにやはり原点に戻るの

は、子育てにとって、今、皆さんにとって

お金をかける場合に何が必要なのかなとい

うことを論議している中で、今回はこの中

で教育長と副町長と協議したのは、給食費

でなくたって、よく大江さんが質問されま

す隠れ教育費、これどうなるのと。 

この話も結構させていただきます。 

東京でＮＨＫが特集を組んで、実際にそ

ういうお金を減少させるためにリサイクル

料でやったりとか、そういう事例も東京か

ら電話がかかってきて、ぜひ見てくれとい

って私も見ました。 

ちょっと長くて申し訳ないのですけれ

ど、そういうことの動きの中で、子育てと

いうことに対して町の限られたお金を何に

使うということに非常に悩みがあるという

ことで、今のところ給食費の質問に対して

は、そこまでは至っていないという答弁を

させていただいたところであります。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 私、この質問を提

出するに当たって、国会の動き、議事録な

ども読ませていただきました。 

そうすると１９５４年ですから、昭和２

９年、学校給食法についての参議院での議

論の中で、全会一致でこれは国が負担すべ

きことだと。 

かんかんがくがくの議論の中から、昭和

２９年当時でそうだったのです。 

当時の文部省は、財政負担が大変だとい

うことで、閣議決定された法案では設置者

と保護者の負担による現在の学校給食にな

っているのですね。 

しかし、そのあとでも文部省の当時の担

当者は、学校給食費も無償化することが理

想だと言ったり、あるいは自治体などが全

額補助することも否定されないということ

で、保護者の負担を軽くするということが

言われているのです。 

現在も保護者の負担を自治体が負担する

ことは、否定されないということも、流れ

としては受けていると。 

以前、ユネスコの話も、これに関わって

私も行いましたが、学校給食の運営費は中

央あるいは地方行政当局の負担とするとい

う勧告が出されているのです。 

やはり物価高騰だとかによらず、土台と

して学校給食費が父母の負担に重くのしか

かっていると。 

今まではなかなかそうはならなかったの

で。 

美幌町内でも給食費を安くしてという声

はあったのだけれど、運動にはなっていな

いのですが、実施された、あるいはされつ

つある群馬県の状況を聞きますと、当初は

保守系の首長さんは当然反対していたと。 

今では、選挙公約に学校給食の無償化を

出さざるを得ないと。 

どうやって出していくのかということで

第３子以降だとか、第２子半額だとか、い

ろんなことをやっていますけれど、フロー

案としては地域全体の課題になってきてい

ると。合意になってきていると。 

これは大変大事な問題だろうと私も思い

ます。 

父母の負担軽減を考えた場合に、美幌町

も早晩そうせざるを得ない状況になってい

ると。 

そこで、町長にお聞きしたいのですが、

第３子以上をお持ちの御家庭に対しては、

子供さんの給食を無償にするというのは大

変喜ばれています。 

これはもうそのとおりです。 

同時に、何でという声がより大きな分母

であるということも、ぜひ認識していただ

きたいと。 

これで押し切るということは、私はでき

ないのだと思うのです。 

一旦道をつけた以上、全面無償化に向け

てスケジュールを立てて、取り組まざるを

得ない段階に我が町は入っているのではな
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いかと。 

遅れているよという意味ではないです。 

第３子以降については無償化するという

道に踏み切った以上、次の一手はどこにあ

るのということが、当然求められている

と。 

そういう声は、町長の耳に届きませんで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 第３子を無償化し

たときに、子供さんを多く持たれている方

にはやはり喜ばれました。 

ただ、その中で、今、大江議員がおっし

ゃったように、お１人とか、お２人の場合

は何でという声もありましたが、それはそ

れなりに皆さん御理解は。 

要は、子供が１人よりも２人のほうが大

変ですよねと。 

２人よりも３人と、一般的にとは言う気

はないのですけれども、結構私も周りに２

人までいて３人目を産もうかといろいろ相

談を受けた、自分の身内もそうですし、周

りでいたときに、何が大変だったというと

やはり２人から３人という線引きだったの

です。 

だから、その第３子に対してということ

で、皆さんが何で何でと言う。 

ただ、そのときに言ったのは、繰り返し

ますが給食費だけではなく、それ以外のこ

とも美幌町はほかよりも優先してやってい

ますよね、そのことも考えてください。 

ですから、ほかのことをやめてでもいい

から給食費だけやってくれという皆さんの

お声であれば、それを私は選択せざるを得

ないと思っております。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 情報としてお聞き

いただきたいと思うのですが、群馬県の各

地で無償化が進む中で、同じ地方自治体の

県に対して助成しないのかという声が、

今、広がってきていると。 

国が負担しないのであれば、では同じ地

方自治体でしょうと。 

医療費無料化がそうだったでしょう。 

同じように一部負担をすれば、市町村は

大変助かるのだと。 

もともと学校給食費というのは大変な金

額ですよね。 

一般的な町では、運営費なども含めてい

くと全予算の１％、大問題なんだと。 

それに対して、教育長答弁では本来国が

やるべきことでしょうと。 

これもまだまだ広がっていないのです。 

運動が起きている町では考え方を変え

て、俺もじゃあ学校給食無償化に踏み切っ

ていくと。いろんなプロセスを経ながら。 

その中で見えてきているのは、同じ自治

体の都道府県がどうするのだというような

声ですよね。 

これは有権者の声なので、私は昨日から

始まりました参議院選挙、遠いどこかの話

ではなくて、足元の子育ての問題、結婚し

ようとしているけれども子供を持てない

と。 

こんな安い賃金で、子供なんて持てない

でしょうと。 

まして、結婚できないといって、非婚の

若者が結構いるというのも統計上出ていま

す。 

これらの問題の大変大事な解決策とし

て、来年は地方統一選挙があって、町長

も、我々議会の議員も、それぞれ公約を出

すと。 

チャンスなので、大いに地域的な議論を

巻き起こすべきだと思います。 

その大事なテーマとして、私は学校給食

費をどうあるべきかと。 

従来どおり父母負担だといくのか、全額

か、半額は別にしまして、やはりプロセス

を考えるということを大いに議論すべきだ

ということを提起いたします。 

町長、いかがですか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 
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○町長（平野浩司君） ただいまいただい

た御意見をしっかり研究してまいりたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） インボイス制度に

よる影響などについて、関係者にとっては

大変大きな問題だと思います。 

どこの分野にどれだけの対象者がいるの

かということをつかみたかったのですが、

経済センサスで５人以下の小規模事業者５

８０事業所に相当な影響があるのだろうと

思います。 

結局、１,０００万円以下の売上げであっ

ても、課税業者に登録せざるを得ないと、

大部分がなると思います。 

そうでなければ、取引してもらえない。 

インボイスを発行しない限り、あなたの

ところは仕入れ税額控除ができないわけだ

から別の会社からとなってしまって、結局

はほとんど全ての事業者は課税業者になら

ざるを得ないということで、美幌商工会議

所などは大変だと。 

国や道に対して、延期だとか、見直しな

どの動きが現に起きているということであ

ります。 

そこで、実は表面上は生きがいというこ

とになっていますが、美幌町のシルバー人

材センターに対して、町も運営費補助をし

ていると。 

自立営業どころか、自立ができないとい

うことで、自治体の負担となっているわけ

です。 

今、３００近い自治体から、シルバー人

材センターがこのままでは運営できない

と。 

会員に消費税を払わせることができない

わけだから、業者として払わざるを得ない

と。 

美幌町としては、今のところ北海道シル

バー人材センターで検討している結果を見

ながらということですが、私はもう少し事

実を公表すべきだと思います。 

運営に責任を持っているというのか、設

置自治体としてこれまでも運営費に助成を

してきているということで、幾ら町として

シルバー人材センターに運営費助成をして

いるか。 

そして、課税業者になった瞬間に、消費

税はどこからも出ないので、結局市町村に

払ってもらわなければいけないとなること

そのものを、公にする必要があるのではな

いかと思います。 

とりあえず運営費に出している年間の助

成額、そして、このまま突き進んだ場合

に、美幌町シルバー人材センターが２００

万円の消費税額をどこから生み出すことに

なるのか。 

結局町ではないかと思うのですが、御見

解を伺います。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） まず、た

だいまの補助金の実績額でございますが、

令和３年度、３２３万１,０００円でござい

ます。 

参考までに、令和４年度、３４７万１,０

００円。 

こちらは当初予算になっております。 

当年度の貸借対照表における資産で、現

金が当年度の分で約９６０万円でございま

すので、経過措置中のインボイスへの対応

でございますが、単純計算で２００万円を

支出すると５年で枯渇するという状況にあ

るのではないかとは思っております。 

以上でございます。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 現在のシルバ

ー人材センターにおけるインボイスへの対

応の件についてでございます。 

先日、シルバー人材センターともこの件

についてお話をさせていただいたところで

すが、具体的な結論までは至っておりませ

ん。 

答弁書にあったとおり、北海道シルバー
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人材センター連合会で、今、検討している

ということではあったのですけれども、道

シ連でも幾つか案を出しているところであ

ります。 

事務費というものを発注者からいただい

ているのですけれども、経過期間中にその

事務費率を上げて財源にしようとする案が

一つ。 

それと、毎年度補助金を特定費用準備資

金として積み立てるという案が一つ。 

それと、会員さんに対する配分金額を下

げて、それを財源に充てようとする案が一

つ。 

それと、会員さんに課税業者になってい

ただいて、会員さんがその消費税を納付す

るという案が一つ。 

この案が示された中でどれにすべきかと

いう相談というか、お話をしました。 

その中で、現在の美幌町シルバー人材セ

ンターの考え方といたしましては、１番最

初に申し上げました発注者にその負担を求

めるということで、事務費率を上げた中で

納付財源を確保していくのが１番妥当では

ないかという見解でありました。 

私どもからそれがよしあしという言葉

は、先日はそこまでの結論は至っていませ

んけれども、現在シルバー人材センターの

考え方としてはそういう状況でございます

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） シルバー人材セン

ターの会員の方々から、やはり今でも十分

収入があると思っていないと。 

もっと働きたいと。 

それは趣味だとかそういうものにとどま

らないで、生活が大変なんだ。 

だって、年金がもうずっと減らされてき

ているので、どこで収入があるとすれば、

人材センターしかないでしょう。 

そういう状況に置かれている会員さん

に、お金を出してちょうだいと。 

配分金の引下げとは断じてならないなと

思います。 

もしかしたら、もうやめるという声は、

現在でもあるのですよね。 

そういう部分からすれば、人材センター

そのものが立ち行かないという状況になる

可能性が、このインボイス制度をきっかけ

にしてなるなと。 

大変予断を許さない状況にあります。 

私は、何よりも問題なのは、こういうの

が政治の実態ですよね。 

こういう政策のもとで、次どうなるのと

いうことで不安をお持ちの会員さん、ある

いは町民に対して、今、この制度が延長し

ていけば大変な事態になるのだという情報

を町としてどんどん出していくということ

が、政治離れを防ぐ上でも非常に大事だと

思うのですが、最後になります、町長いか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 実態をきちんと町

民の方々に伝える検討はしていきたいと考

えております。 

○議長（大原 昇君） これで、３番大江

道男さんの一般質問を終わります。 

以上で、一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１３時２０分といたします。 

午後０時０４分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後１時２０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 報告第８号 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 報告第

８号美幌町議会運営委員会事務調査結果報

告についてを議題とします。 

本件について、委員長より報告を求めま

す。 

１３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 議会運
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営委員会の事務調査結果について、報告さ

せていただきます。 

事件名、調査の経過につきましては、記

載のとおりであります。 

また、調査の結果につきましては、朗読

をもって報告にかえさせていただきます。 

調査の結果。 

美幌町議会運営委員会は、議会の公平

性・透明性を確保し、町民に開かれた議

会、町民参加を推進する議会、町民に信頼

される議会を目指し、議会改革を推進して

いく必要があることから、令和３年６月に

全議員に対して議会改革に関する意見・要

望等の調査を行い、各議員から６５項目の

要望等があった。 

このうち、条例・規則等の改正が必要で

ある２８項目について、８月に議会改革・

活性化調査研究特別委員会を設置し、協議

することとした。 

残りの３７項目について、議会運営委員

会で協議検討を重ねてきたが一定の整理・

取りまとめを行ったので報告したい。 

（１）議会の活性化について。 

専門的な知見の活用について。 

地方自治法第１００条の２に基づき、必

要な専門的事項に係る調査を学識経験を有

する者等にさせる場合は、町民生活に重大

な影響を及ぼす重要な施策・課題とし、そ

の都度必要に応じ全員協議会や常任委員会

で協議する。 

議員間自由討議について。 

美幌町自治基本条例及び議会会議規則に

記載のない、具体的実施事項として、議会

は開会中とし、発言は自席で行い、議事録

を作成する。 

（２）開かれた議会について。 

議会によるアンケートの実施について。 

町民生活に重大な影響を及ぼす議案及び

政策課題について、町民アンケートを実施

する。 

子供議会、中・高生議会の開催につい

て。 

中学生や高校生と意見交換を開催しなが

ら、必要に応じて模擬議会を実施する。 

議会ホームページについて。 

各常任委員会の事務調査に係る協議経

過、視察結果等の中間報告を各常任委員会

で協議し、ホームページ等に掲載する。 

また、議会に関心を持ってもらうため、

議会ホームページ等にインターネットの閲

覧件数や今日の具体的なスケジュールを掲

載する。 

議員の担い手育成について。 

議会意見交換会において、女性議員及び

若手議員の成り手をテーマにして開催する

など意見交換会の充実を図る。 

（３）広報・啓発について。 

議会開催の啓発について。 

ＱＲコードを入れた通年掲載のポスター

を作成し、公共施設等に掲示して「スマホ

で議会を見る時代」と町民にＰＲする。 

以上、３点７事項について本委員会の協

議検討結果を報告したが、記載のない項目

については、議会内部的な事務で処理した

事項や今後引き続き調査を検討する事項で

ある。 

今後とも、さらなる議会活性化を図り、

開かれた議会のなお一層の実現を図るた

め、議会改革について、議員間で活発な論

議をしてまいりたい。 

以上であります。 

○議長（大原 昇君） これから、委員長

報告に対する質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

以上で、美幌町議会運営委員会事務調査

結果報告についてを終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 報告第９号 

○議長（大原 昇君） 日程第４ 報告第

９号美幌町議会改革・活性化調査研究特別

委員会に付託中の美幌町議会改革・活性化

調査研究特別委員会事務調査結果報告につ
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いてを議題とします。 

本件について、委員長の報告を求めま

す。 

８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君）〔登壇〕 議会改

革・活性化調査特別委員会の事務調査結果

について報告させていただきます。 

事件名、調査の経過につきましては、記

載のとおりであります。 

また、調査の結果につきましては、朗読

をもって報告にかえさせていただきます。 

調査の結果。 

近年、地方分権の進展や社会情勢の変化

に伴い、議会が果たす役割はますます大き

くなってきている。 

そうした中、二元代表制における町政の

一翼を担う議会としては、その果たすべき

役割を明らかにし、町民に開かれた議会、

参加しやすい議会となることが求められて

いる。 

美幌町議会においては、これまでも議会

審議の活性化、効率化など、議会の自己改

革に努めてきたが、地方分権の進展に伴

い、新たな視点に立った議会改革及び活性

化に取り組む必要があることから、令和３

年８月４日、令和３年第６回美幌町議会臨

時会において、美幌町議会改革・活性化調

査研究特別委員会を設置した。 

このたび、議会審議の活性化及び議会活

動の透明性向上等を目指した改革に関する

調査・研究項目について、一定の結論に達

したため、本特別委員会のこれまでの調

査・研究結果を報告する。 

（１）議会のＩＣＴ化について。 

議会のＩＣＴ活用については、急速な技

術の進歩に伴い、地方議会においてもタブ

レット端末を導入し、ペーパーレス化に取

り組んでいる。 

美幌町議会では、平成３０年、議会運営

委員会において研修会及び行政視察を行っ

てきており、その際の報告では「タブレッ

ト等を含めた機器導入については、多額の

費用も想定され、議会を含めた役場全体の

効率化を目標とし、新庁舎建設に向けて、

行政側との同時導入が最善策」と結論付け

たところである。 

本特別委員会では、これを引き継ぐ形

で、全議員を対象としたデモンストレーシ

ョン（タブレットの操作体験）を行うな

ど、議会ＩＣＴ導入に向け協議を行ってき

たが、導入に当たっての細部の検討につい

ては、令和３年１１月に設置した本特別委

員会の小委員会（ＩＣＴ導入委員会）に付

託し、全議員を対象としたデモンストレー

ションとは別に、他社のデモンストレーシ

ョンを実施するなど、６回にわたり議論を

重ね、本特別委員会へ協議結果の報告があ

ったところである。 

小委員会からの報告を受け、本特別委員

会において協議した結果、議会関連資料を

電子化するペーパーレス化を行うことによ

って、会議の迅速・効率化の促進並びに文

書保存や管理の効率化などを図るととも

に、議会活動及び政務活動の活性化並びに

円滑な議会運営を図り、より開かれた信頼

される議会を実現するため、文書共有シス

テム及びタブレット端末を導入することが

望ましいとの結論に至った。 

また、文書共有システムは、情報システ

ムに係る経費削減、災害・事故等発生時の

安全性確保及び事業継続性を考慮し、クラ

ウド型サービスでの導入が適当であるとの

意見で一致し、文書共有システム及びタブ

レット端末を令和４年度に導入し、活用を

図るべきとの結論に至った。 

なお、今後の美幌町議会の情報化に資す

るために「美幌町議会ＩＣＴ推進基本計

画」を作成したこと、また、文書共有シス

テムとタブレット端末の使用に当たって

は、議会活動及び政務活動に使用するもの

とし、私的な使用や選挙活動等への使用は

禁止すべきとの意見で一致し、文書共有シ

ステムとタブレット端末の使用に関する必

要な事項を定めた「タブレット端末使用基
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準」を策定したことを併せて報告する。 

（２）議会の活性化について。 

議員定数の見直しの検討について。 

議員の定数は議会制度の根幹をなすもの

であり、議会としての本来の役割を果たす

には、一定の議員数を確保しなければなら

ない。 

本特別委員会においては、議員定数につ

いて、オホーツク管内及び北海道内の人口

同規模自治体の議員定数に関する調査を行

い、美幌町議会にふさわしい議員定数は何

人なのか、調査研究を行った。 

調査研究の結果、議会と執行機関は、対

等な関係で相互に緊張関係を保持しなが

ら、協力して自治体運営に当たる責任を有

し、議会は多様な民意を反映させ、政策立

案や監視機能を効率的に発揮することが求

められており、定数削減することによって

常任委員会活動や議会活動に支障をきたす

ことも想定され、安易な削減は議会の弱体

化につながる恐れがあることから、現状維

持の１４人が適正であるとの結論に至っ

た。 

今後も人口減少に伴い、議員の定数の適

正化について議論されることが想定される

が、議論する場合は、議会内外において町

民と一体となった十分な時間が確保されな

ければならないと考える。 

議会基本条例について。 

美幌町においては、平成２３年に美幌町

自治基本条例を制定しており、同条例第７

章に「議会」に関する項目が規定されてい

るが、地方議会で相次いで制定されている

「議会基本条例」について調査研究を行っ

た。 

多くの「議会基本条例」では、「反問

権」や「議会報告会」等について規定され

ているが、美幌町自治基本条例においては

これらの項目を規定されており、自治基本

条例と分離する必要性がなく、必要に応じ

て自治基本条例を改正すべき等の意見が出

された。 

これらのことから、本特別委員会におい

ては、「自治基本条例では不都合であると

いう明確な理由が生じた場合に、議会基本

条例の制定の是非について検討するべきで

ある」という意見で一致した。 

議員報酬見直し及び特別委員会委員長、

各副委員長の報酬支給について。 

地方分権改革等が進み、行政運営の複雑

多様化、専門家の進行などにより、自治体

運営の一翼を担う議会・議員活動も高度

化・専門化していることや、年４回の定例

会、不定期の臨時会、また、閉会中の議

会・議員活動も増加してきており、他の職

をもって議員活動を行うことが非常に困難

な状況となっている。 

このような状況から議員報酬について

は、子育て世代、若い世代の議員の成り手

を促すためにも議員報酬を増額すべきとす

る意見、定数を削減せずに報酬を増額する

ことには無理があるという意見、当面の間

は現状維持とする意見などが出されたが、

最終的に、若年層や多様な人材を広く求め

るためには増額が望ましいが、現時点での

町の財政状況等を踏まえ増額は困難との見

解となり、現状維持との結論に至った。 

なお、全国町村議会議長会の「町村議会

議員報酬等のあり方検討委員会」による

と、「議員報酬の低さにより、専業で町村

議会議員の仕事を担うことが難しい状況に

あり、若年の勤労世帯が町村議会議員にな

りにくく、広範な民意反映に支障をきたし

ていると報告されている。本特別委員会に

おいても同様の意見が出されており、今後

は議員の役割と活動に重点を置いた報酬の

在り方を検討するとともに、議員の成り手

不足の解消に向けた議員報酬の在り方につ

いて、継続して調査研究を進めていくこと

が必要である。 

また、特別委員会委員長・各副委員長の

報酬支給については、議会活動は委員会の

活動が中心であり、その活動を充実してい

く必要があることを考えると、委員長及び
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副委員長の責務は一層拡大していることか

ら、特別委員会の正副委員長及び各委員会

の副委員長への報酬についても支給する必

要があるとの意見も出されたが、議員報酬

同様、現時点での町の財政状況等も踏ま

え、現行どおりとの結論に至った。 

議会モニター制度について。 

議会モニター制度については、令和元年

１２月、議会運営委員会において先進地で

ある斜里町議会を視察したが、本特別委員

会においては、既に導入されている芽室町

議会及び浦幌町議会の資料収集、さらには

質問事項等により調査を行った。 

議会モニター制度は、本会議及び各委員

会の傍聴や議会の広報・広聴施策などを通

じて、「議会運営等に関し、町民の皆様か

らの意見・提言などを幅広く聴取し、議会

運営に反映すること」を目的に設置されて

おり、開かれた議会を目指すことで進めら

れている。このことから、議会モニター制

度の導入について前向きに検討するとの意

見が出されたが、最終的にはモニター制度

の具体的な活動や、メリット・デメリット

などの課題等について時間をかけて調査検

討をすべきとの意見で一致し、今後は議会

運営委員会による継続調査事項として取り

扱うこととした。 

各常任委員会、全員協議会等のインター

ネット中継及び会議録のホームページ掲載

について。 

美幌町議会においては、現在、定例会及

び臨時会の本会議についてのみインターネ

ット中継と会議録のホームページ掲載を行

っており、各常任委員会全員協議会及び特

別委員会についてはインターネット中継を

行っておらず、また、会議録のホームペー

ジ掲載も行っていない。本特別委員会で

は、開かれた議会を目指すためにも、各常

任委員会等においても積極的に公開してい

く必要があるとの意見で一致したが、非公

開事項の取扱いなどの課題を整理する必要

があるため、今後も先進地視察等により調

査検討を行い、各常任委員会等におけるイ

ンターネット中継及び会議録のホームペー

ジ掲載を実施するべきとの結論に至った。 

（３）議会報告会について。 

美幌町議会においては、平成２３年４月

の美幌町自治基本条例施行以降、広報広聴

の取組の一つとして「議会報告会」及び

「意見交換会」を実施しているが、参加者

が少ない、あるいは、参加者の固定化など

の課題もある。これら課題を念頭に、これ

までの取組をさらに前進させるべく「より

多くの人に参加してもらうこと」及び「参

加しやすい環境を整えること」を議論した

結果、議会報告会及び意見交換会を同時開

催とするが、町民との対話を重点とした開

催にするために、タイムリーな話題、町民

にとって関心のあるテーマとした意見交換

会を行うべきとの意見で一致し、必要に応

じて意見交換会のみでの実施についても検

討すべきとの結論に至った。 

以上、本委員会が議会のＩＣＴ化をはじ

め、議会審議の活性化及び議会活動の透明

性向上等を目指した改革に関する一定の結

論である。今後とも、さらなる議会の活性

化を図り、開かれた議会のなお一層の実現

を図るため、議員間で活発に議論してまい

りたい。 

○議長（大原 昇君） これから、委員長

報告に対する質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

以上で、美幌町議会改革・活性化調査研

究特別委員会事務調査結果報告についてを

終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 承認第１２号 

○議長（大原 昇君） 日程第５ 承認第

１２号専決処分の承認についてを議題とし

ます。 

直ちに提出者の説明を求めます。 

総務部長。 
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○総務部長（小室保男君） 議案書の１２

ページになります。 

承認第１２号専決処分の承認について御

説明を申し上げます。 

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定によりこれを町議会に報告

し、承認を求める。 

１３ページをお開き願います。 

専決処分書。 

令和４年度美幌町一般会計補正予算（第

１号）について、子育て世帯生活支援特別

給付金給付事業の事務執行等のため急を要

するので、地方自治法第１７９条第１項の

規定により、別紙のとおり専決処分する。 

専決日は、令和４年５月１９日付であり

ます。 

専決内容について御説明しますので、１

４ページを御覧ください。 

令和４年度美幌町一般会計補正予算（第

１号）。 

令和４年度美幌町の一般会計補正予算

（第１号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ５３２万５,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１

６億５,９４７万７,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、２３、

２４ページをお開き願います。 

３、歳出になります。 

２款総務費、４項選挙費、２目参議院議

員選挙費、１、参議院議員選挙事務費の減

は、７月１０日に執行される第２６回参議

院議員通常選挙に係る事務費につきまし

て、当初予算で計上した経費に変更が生じ

たことから、予算の組替え、予算額の変更

を行うものでございます。 

業務等委託料の１行目、ポスター掲示場

作成等委託料３６万７,０００円は、北海道

選挙区のポスター掲示場の設営に当たり、

立候補者数の増加が見込まれたことから、

当初の１２区画から４区画を増やし、１６

区画の掲示場を設営するための増額になり

ます。 

その下の選挙システム設定等委託料３１

７万７,０００円の減額につきましては、選

挙人の受付名簿につきまして、各投票所の

個別管理から一元管理へ投票システムを変

更する予定でありましたが、システムに不

具合が発生した際のサポート体制が整って

いないことから、今回は導入を見送ろうと

するもので、予算を整理するものでござい

ます。 

事務用機器等借上料２３８万７,０００円

の減額は、ただいま御説明いたしました投

票システムの導入見送りに伴う機器借り上

げの減額のほか、得票読み取り分類機の追

加導入にあたり、機器の借り上げから機器

の購入へ予算の組替えを行うことによる減

額になります。 

機械器具３４１万円は、得票読み取り分

類機１台を購入するための経費になりま

す。 

次に、３目の知事及び道議会議員選挙

費、１、知事及び道議会議員選挙事務費の

減は、令和５年４月の統一地方選挙に係る

事務費につきまして、当初予算で計上した

経費に変更が生じましたので、予算額の変

更を行うものであります。 

業務等委託料選挙システム設定等委託料

１４万３,０００円の減額と事務用機器等借

上料１７０万５,０００円の減額につきまし

ては、投票システムの導入を見送ることに

伴う予算の整理になります。 

内容につきましては、先ほどの参議院議

員選挙事務費と同様になります。 

続いて、３款民生費、２項児童福祉費、

１目児童福祉総務費、６、子育て世帯生活

支援特別給付金給付事業５７６万３,０００

円は、新型コロナウイルス感染症による影

響が長期化する中、物価高騰等に直面する
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低所得の子育て世帯に対し、児童１人当た

り一律５万円の特別給付金を給付するため

の経費で、事業費の全額が国庫補助金によ

り措置されます。 

支給対象は、令和４年度分の住民税均等

割が非課税の子育て世帯で、対象となる児

童は、令和４年３月３１日時点で１８歳未

満の子ですが、令和５年２月末までに生ま

れる新生児も対象となります。 

特別給付金の給付に必要な事務費を計上

するほか、対象児童を８０名と見込み、特

別給付金４００万円を予算計上いたしま

す。 

次に、下段の４款衛生費、１項保健衛生

費、２目の予防費、１、感染等予防対策事

業費の増、消耗品費２３４万円につきまし

ては、新型コロナウイルスの感染拡大防止

のため、抗原抗体検査キットを追加購入す

るための費用になります。 

昨年の７月以降、これまで検査キットを

５,５００セットを購入し、感染者または濃

厚接触者が確認された場合、不安を解消す

るために関係者へ検査キットを配布してご

ざいますが、在庫が残り僅かとなりました

ので、今回検査キットを３,０００セット追

加購入いたします。 

２５、２６ページをお開き願います。 

１２款の職員給与費、１項１目職員給与

費、１、職員給与支給事務費の増、その他

手当につきましては、子育て世帯生活支援

特別給付金給付事務に従事する職員の時間

外勤務手当といたしまして、８５万７,００

０円を追加いたします。 

次に、歳入について御説明しますので、

２１、２２ページにお戻りを願います。 

２、歳入になります。 

１６款国庫支出金、２項国庫補助金、２

目の民生費国庫補助金６９６万円は、子育

て世帯生活支援特別給付金給付に係る国庫

補助金で、事業費の全額が財源措置されま

す。 

次に、１７款の道支出金、３項委託金、

１目総務費委託金５１５万１,０００円の減

は、歳出で御説明したとおり、選挙事務費

に係る予算の組替え、予算額の変更に伴う

委託金の減額になります。 

次に、２０款の繰入金、１項基金繰入

金、１目財政調整基金繰入金３５１万６,０

００円につきましては、今回の補正予算に

係る財源として、財政調整基金からの繰入

れを行うものでございます。 

なお、参考資料の２６ページ、資料１０

に基金の年度末予定残高を掲載しておりま

すので、後ほど御確認をいただければと思

います。 

以上、承認第１２号専決処分の承認につ

いて御説明を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

１１番上杉晃央さん。 

○１１番（上杉晃央君） ２４ページの参

議院選挙費の事務費の減でございますけれ

ど、先ほどの説明で投票の一括方式を当初

予定したけれども、導入が整わないという

ことで具体的に説明いただきたい。 

また、今後このシステムが導入されれ

ば、自分の指定の投票所でなくても、例え

ば、買物ついでに近くの投票所に行くと

か、自由に町内に行くことが可能になると

いうことで、来年統一地方選挙ありますけ

れども、実施はいつぐらいの選挙をめどに

準備をなされているのか、その辺について

お答えいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 選挙管理委員会事

務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（佐々木斉君） 

御答弁申し上げます。 

まず、今回導入を見送りました当日投票

システムにつきましては、現在１０の投票

区がございまして、１０の投票区ごとに選

挙人名簿を分類いたしまして、選挙の受付

事務をやっております。 

これを一元管理して、それぞれ市街地も
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農村地域も１か所のデータのところにアク

セスをして、そして、選挙の受付をできる

というシステムを導入することを目指して

まいりましたが、先ほど総務部長からも説

明がありましたように、機器の異常時のサ

ポート体制とかがまだ取れていないという

こともございまして、今回は導入を見送っ

たものでございます。 

このシステムにつきましては、導入され

ると、今、議員の質問にあったとおり、投

票所の共通化というのも見込まれるもので

すから、現在実施しております参議院議員

選挙及び来年実施されます統一地方選挙

で、選挙事務の現状の把握やこのシステム

の内容等につきまして、しっかり選挙管理

委員会で見極め、把握いたしまして、それ

以降になるべく実施していくよう努めてま

いりたいと考えておりますので、御理解の

ほどよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 状況は分かりま

した。 

それで、システム側のサポート体制とい

うことは、要は委託先でこのシステムを運

用していくためのサポート体制は、行政側

のサポート体制ではなくて、システム側の

サポート体制がまだ今の時点ではちょっと

不安があるということで、もう少し時期を

見極めたいと受け止めてよろしいですか。 

○議長（大原 昇君） 選挙管理委員会事

務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（佐々木斉君） 

御答弁申し上げます。 

御質問のとおりでございますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、承認第１２号専決処分の承認

についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本件は承認することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本件は承認することに決定

しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 同意第４号 

○議長（大原 昇君） 日程第６ 同意第

４号美幌町教育委員会教育長の任命につい

てを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（平野浩司君） 議案書２７ページ

でございます。 

同意第４号美幌町教育委員会教育長の任

命について御説明申し上げます。 

本町教育委員会教育長矢萩浩氏は、本年

８月３１日をもって任期満了となりますの

で、次の者を任命いたしたく、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第１

項の規定により、議会の同意を求めるもの

でございます。 

氏名、矢萩浩。 

住所及び生年月日につきましては、議案

に記載のとおりでございます。 

以上、御説明いたしました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、同意第４号美幌町教育委員会

教育長の任命についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり、決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 
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したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 同意第５号 

○議長（大原 昇君） 日程第７ 同意第

５号美幌町教育委員会委員の任命について

を議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（平野浩司君） 議案書２８ページ

でございます。 

同意第５号美幌町教育委員会委員の任命

について御説明を申し上げます。 

本町教育委員会委員小川慶子氏は、令和

４年９月２８日をもって任期満了となるの

で、次の者を任命いたしたく、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第２

項の規定により、議会の同意を求めるもの

でございます。 

氏名、小川慶子。 

住所及び生年月日につきましては、議案

に記載のとおりでございます。 

以上、御説明いたしました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、同意第５号美幌町教育委員会

委員の任命についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり、決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 議案第３２号 

○議長（大原 昇君） 日程第８ 議案第

３２号動産の取得についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由を説明を求めます。 

建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の２９ペ

ージをお開きください。 

動産の取得についてを御説明申し上げま

す。 

議案第３２号動産の取得について、次の

とおり動産を取得するものとする。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の１ページを

お開き願います。 

資料１、議案第３２号関係。 

動産の取得について。 

除雪グレーダ１台の購入で、平成１８年

度購入のサイドウイング付除雪グレーダの

更新であります。 

納入場所、美幌町字報徳７９番地の４。 

動産の概要は記載のとおりであります。 

見積合わせ年月日、令和４年５月２０

日。 

見積依頼業者名ですが、今回購入の除雪

グレーダは除雪作業等において必要となる

サイドウイング付のものでありまして、現

在、サイドウイング付のグレーダーは、日

本キャタピラーでしか製造していないた

め、記載の一社と随意契約をするものであ

ります。 

取得の金額、６,９２３万９,５００円。 

参考でありますが、消費税抜きの額は、

６,２９４万５,０００円。 

落札率は、９３.８％であります。 

取得の相手方、北見市小泉４２０番地

１、日本キャタピラー合同会社北見営業

所、所長関下拓也であります。 

契約保証金免除。 

契約年月日、議決後本契約による。 

納入期限は令和５年３月３１日でありま

す。 

以上、御説明申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行
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います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第３２号動産の取得につ

いてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり、決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君）起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 議案第３３号 

○議長（大原 昇君） 日程第９ 議案第

３３号動産の取得についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 議案書の３０

ページになります。 

議案第３３号動産の取得について御説明

を申し上げます。 

次のとおり、動産を取得するものとす

る。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の２ページを

お開き願います。 

資料２、議案第３３号関係。 

小中学校用電子黒板一式でございます。 

納入場所は、町内５校の小中学校になり

ます。 

動産の概要でございます。 

電子黒板７５Ｖ型（標準スタンド付）で

あります。 

台数は２４台となり、各学年に１台ずつ

配置いたします。 

小学校１８台、中学校６台になります。 

機種はエルモ社製で、実物投影機付とな

ります。 

入札年月日は、令和４年５月１７日。 

指名業者は、株式会社久山商店ほか記載

の９業者であります。 

取得の金額は、１,８２４万２,４００円

であり、落札率は９８.０１％であります。 

取得の相手方は、網走郡美幌町字大通北

３丁目１２番地、株式会社久山商店、代表

取締役久山武徳であります。 

契約保証金は免除。 

契約年月日は、議決後本契約による。 

納入期限は、令和５年３月３１日であり

ます。 

以上、御説明を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

１２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） すみません、ち

ょっと参考までに聞きたいのですけれど、

このメーカーと機種は行政側からの指定な

のか、入札相手からの提案なのか。 

もし、提案型であれば、何社ぐらいのメ

ーカーの見積りがあったのか、お願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁申し上

げます。 

電子黒板につきましては学校側と協議を

いたしまして、こちらから指定をしたとい

うものでございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第３３号動産の取得につ

いてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり、決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ
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れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 議案第３４号 

○議長（大原 昇君） 日程第１０ 議案

第３４号動産の取得についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 議案書の３１

ページになります。 

議案第３４号動産の取得について御説明

を申し上げます。 

次のとおり、動産を取得するものとす

る。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の３ページを

お開き願います。 

資料３、議案第３４号関係。 

各中学校校務用端末一式でございます。 

本年度の購入機器につきましては、平成

２７年度に導入いたしました町内中学校２

校の教員用パソコンの更新となります。 

納入場所は、美幌中学校と北中学校にな

ります。 

動産の概要でありますが、ノート型コン

ピューターは、美幌中学校２３台、北中学

校２４台となり、富士通製で校長以下教職

員用になります。 

次に、デスクトップ型コンピューター

は、各校１台となります。 

富士通製で、管理用として共用で使用す

るコンピューターであり、ＣＤの読み込み

や画像編集、インターネットメール用とし

て使用するものでございます。 

次に、管理用サーバーは各校１台となり

ます。 

富士通製であり、停電など非常時対応の

ため、無停電装置付となっております。 

次に、ソフトウエアはＳＫＹ社製で、ネ

ットワーク機器などの一元管理を行うもの

であります。 

なお、それぞれの仕様及び機能につきま

しては記載のとおりでございます。 

入札年月日は、令和４年５月１７日。 

指名業者は、株式会社久山商店ほか記載

の９業者であります。 

取得の金額は、２,２０９万２,４００円

であり、落札率は９７.１７％であります。 

取得の相手方は、網走郡美幌町字大通北

３丁目１２番地、株式会社久山商店、代表

取締役久山武徳であります。 

契約保証金は免除。 

契約年月日は、議決後本契約による。 

納入期限は、令和５年３月３１日であり

ます。 

以上、御説明を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第３４号動産の取得につ

いてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり、決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第３５号 

○議長（大原 昇君） 日程第１１ 議案

第３５号辺地に係る公共的施設の総合整備

計画の策定についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の３２

ページになります。 

議案第３５号辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の策定について御説明を申し上

げます。 

辺地に係る公共的施設の総合整備のため
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の財政上の特別措置等に関する法律第３条

第１項の規定に基づき、田中・日並、古

梅、駒生・登栄辺地に係る公共的施設の総

合整備計画を別紙のとおり定める。 

今回策定する総合整備計画は、辺地対策

事業債、交付税措置率８０％を活用して公

共的施設を整備する場合、今後５年間の整

備計画を定め、事前に総務大臣へ提出しな

ければならないことから、議会の議決をい

ただこうとするものであります。 

それでは、総合整備計画書案につきまし

て御説明いたしますので、３３ページをお

開き願います。 

まず、田中・日並辺地に係る総合整備計

画書案になります。 

１、辺地の概況は記載のとおりでありま

す。 

２、公共的施設の整備を必要とする事情

でございますが、市街地から約７キロの位

置にある田中・日並地区につきましては、

公共下水道の処理区域外であること、児

童・生徒の通学手段の確保が必要なこと、

農作物の運搬路でもある町道の整備が課題

になってございます。 

このため、３、公共的施設の整備計画に

記載のとおり、令和４年度から令和８年度

まで５年間の計画を策定するもので、期間

内に三つの事業を実施予定でございます。 

１点目の下水道個別排水処理施設は事業

費として２,０５０万円を、うち辺地対策事

業債の予定額を６７０万円と見込んでお

り、今後５年間で合併浄化槽５基を設置す

る計画であります。 

２点目のスクールバスは、平成１３年に

導入した４７人乗りのバスの更新になりま

す。 

事業費は２,６００万円、その全額を辺地

対策事業債により申請する予定でありま

す。 

３点目の道路、町道第３６号道路は、経

年劣化により舗装路面の劣化が著しいこと

から、舗装の打ち替えを行うもので、路線

延長は４,６９３メートル、幅員は５.５メ

ートルであります。 

なお、事業主体は北海道であり、事業費

の２,８８０万円につきましては、総事業費

のうち町が負担する２２.５％相当額になり

ますが、うち２,８７０万円を辺地対策事業

債で申請予定であります。 

以上で、田中・日並辺地に係る計画書案

になります。 

次に、３４ページを御覧願います。 

続いて、古梅辺地に係る総合整備計画書

案になります。 

１、辺地の概況は記載のとおりでありま

す。 

２、公共的施設の整備を必要とする事情

でありますが、市街地から約１５キロの位

置にある古梅地区は、公共下水道の処理区

域外であること、児童・生徒の通学手段の

確保が必要なこと、以上の課題がございま

す。 

このため、３、公共的施設の整備計画に

記載のとおり、令和４年度から８年度まで

の５年間の計画を策定するもので、計画期

間内に二つの事業を実施予定であります。 

１点目の下水道個別排水処理施設は事業

費として２,０５０万円を、うち辺地対策事

業債の予定額を６７０万円と見込み、今後

５年間で合併浄化槽５基を設置する計画で

あります。 

２点目のスクールバスは、平成１５年に

導入した４７人乗りのバスの更新になりま

す。 

その全額を辺地対策事業債で申請予定で

あります。 

古梅辺地の計画書案は、以上になりま

す。 

続いて、３５ページをお開き願います。 

駒生・登栄辺地に係る総合整備計画書案

になります。 

１、辺地の概況は記載のとおりでありま

す。 

２、公共的施設の整備を必要とする事情
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でございますが、市街地から約５キロの位

置にある駒生・登栄地区は、公共下水道の

処理区域外であること、冬季間における自

動車の交通の確保が課題となってございま

す。 

このため、３、公共的施設の整備計画に

記載のとおり、令和４年度から８年度まで

５年間の計画を策定するもので、計画期間

内に二つの事業を実施する予定でございま

す。 

１点目の下水道個別排水処理施設は事業

費として２,０５０万円を、うち辺地対策事

業債の予定額を６７０万円と見込み、今後

５年間で合併浄化槽５基を設置する予定で

あります。 

２点目の除雪機械は、平成１４年に導入

した除雪ダンプの更新になります。 

事業費は５,３６０万円。 

国庫補助３,５７０万円を除いた１,７９

０万円につきまして、辺地対策事業債を申

請する予定であります。 

以上のとおり、田中・日並辺地、古梅辺

地、駒生・登栄辺地の３地区につきまし

て、公共的施設の総合整備計画を策定しよ

うとするものであります。 

以上、議案第３５号につきまして御説明

を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

１２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） ３３ページ、田

中・日並辺地債の道路工事。 

自分はなかなか記憶がなかったのですけ

れど、辺地債でもって道路整備をするとい

うことなのですが、総額がどのぐらいの金

額なのか、分かれば教えてしい。 

それと、なぜ、この道路整備が辺地債を

充てることになったのか。 

今後も同じような形で、整備事業が相当

数可能なのかどうかが１点。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 総事業費のお

尋ねですね。 

総事業費につきましては、現時点で１億

２,８００万円と試算しております。 

そのうちの町の負担が２２.５％相当額と

いうことで、こちら計画書案には２,８８０

万円を記載させていただいてございます。 

○議長（大原 昇君） 財務課長。 

○財務課長（吉田善一君） 松浦議員の御

質問にお答えいたします。 

今回の道路整備で辺地債が活用できる理

由ですけれども、辺地の地域における財政

的に有利な辺地対策事業債の活用例とし

て、そういった農道等の整備が対象となっ

ておりますので、今回活用させていただく

ことで計画しているところであります。 

今後の辺地対策事業債の活用の方向性で

すけれども、今後も財政的に有利な起債の

活用が可能であれば活用してまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） いいことだなと

思いますけれど、財政的に可能な範囲とい

うことがどういうことを言っているのか。 

可能な範囲というの何をもって言ってい

るのか。 

有利だというのは、２２.５％交付税措置

を受けられるのか、受けられないのかも含

めて、もう少し説明してください。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 御答弁申し上

げます。 

まず、交付税措置については、町が負担

する分については対象になります。 

普通交付税として８０％が措置されるも

のであります。 

皆さんも御承知のとおり、美幌町は過疎

地域に指定されており、町内全域が過疎指

定を受けておりますので、要件に合致すれ

ば過疎対策事業債を申請できる環境にあり



 

－ 149 － 

ますが、こちらは辺地対策事業債というこ

とで、過疎の７０％よりも１０％高い８

０％の交付税措置がございますので、辺地

計画を策定した上で国が認めていただける

のであれば、財政的に有利な辺地対策事業

債を活用したいと、そのような考えでござ

います。 

ただ、先ほど財務課長も申し上げたかと

思いますけれども、各自治体でいかにこう

計画しようとも、毎年度国のほうで予算額

があります。起債の全体枠です。 

過疎債もそうですし、辺地債もそうです

けれど、ちょっと記憶にないのですが、過

疎債は毎年度全国で５,０００億円か６,０

００億円ぐらいしか予算がないのです。 

ですから、手を挙げても必ずしも全部が

当たらないという状況です。 

辺地債も同様に、もう少し予算規模は少

なかったと思いますけれども、必ず申請す

ればこの予算措置を受けられるという環境

ではありませんので、そういう意味では、

まず、計画書案にしっかり載せた中で、次

は、申請をして少しでも財政上有利なもの

を獲得できるような環境を整えていきたい

という、そういった意味合いもあって今回

計画書案に登載しているということで、御

理解いただければと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） それで、一つだ

け今後のことを聞きたいのですけれど、た

またま美幌町の畑総の中の取りこぼしの農

道が結構あって、砂利道のまま受益が足り

なくて放置されている農道が数か所。 

そうとなれば、舗装の張り替えではなく

て、路盤整備がある程度町の工事でやって

いますから、舗装工事でいける可能性のあ

る農道があったとしたら、そういうのは畑

総の計画の中でなく、同じような辺地債で

申請が可能だという認識でいいということ

でいいですか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 今、例えば畑

総の対象にならないで全ての事業費を起債

事業でやるのかというお尋ねですか。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩

君。 

○１２番（松浦和浩君） 畑総でやったと

きに、受益の関係で砂利道のまま残ってい

るエリアがある。 

そういうところは、畑総の再更新がきつ

いので、それは道の特別資金を使うか、町

の予算かを考えたら、この辺地は使えるの

かという話。 

残っている農道整備で。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） その場合、お

そらくその総事業費全てが何も補助が入ら

ないのだと思うのです。 

ですから、事業費全てが起債事業になり

ますので、非常に大きな借金になるのだと

思います。 

なかなか難しいのではないかと。 

○議長（大原 昇君） 松浦さん、ちょっ

と確認していいですか。 

一つの事業の中に外れた地域からの話な

のですか。 

それとも、前にやった事業から外れての

事業のことを聞いているのですか。 

前に外れた事業費で、今回の事業とはま

た関係するやつが残っているよという話で

すか。 

○１２番（松浦和浩君） だから、同じく

農道整備だから、農道の整備されていない

農道があるのです。地域によっては。 

そこは、道営の畑総で道路整備の予算が

あったけれど、それを使わないでも辺地債

で今みたいに農道整備が今後も可能なのか

と聞いているのです。 

○議長（大原 昇君） 事業に関係なく、

辺地債だけでということですね。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（髙﨑利明君） ただいまの御質

問でございますけれども、先ほど説明した
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とおり、辺地事業債は道路が対象にはなり

ますけれども、今回の計画している部分

は、道の補助事業によって補助金が入っ

て、補助残を起債でやるという部分で、

今、松浦議員がおっしゃった単独での道路

整備となると事業費が非常に大きくなりま

すので、それを全て起債事業でやるという

ことは、町の財政的な負担、起債の償還等

いろんな部分がありますので、なかなか難

しいと。 

できる限り補助事業で採択した部分で対

応していきたいという考えでございますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第３５号辺地に係る公共

的施設の総合整備計画の策定についてを採

決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

暫時休憩します。 

再開は、１４時４０分といたします。 

午後２時２７分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後２時４０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

先ほど、松浦議員からの質疑に対して、

総務部長の答弁を直したいという申出があ

りましたので、発言を許します。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 大変申し訳ご

ざいません。 

先ほど、議案第３５号の説明で町道第３

６号道路の総事業費のお尋ねがございまし

た。 

私、１億２,８００万円ということで説明

させていただきましたが、この総事業費に

つきましては、５か年の計画期間中の事業

費になります。 

令和８年度までは１億２,８００万円とい

うことなのですけれども、この道路全体の

総事業費につきましては、今現在で４億７,

６００万円を見込んでいるということでご

ざいますので、訂正をお願いしたいと思い

ます。 

よろしくお願いいたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 議案第３６号 

○議長（大原 昇君） 日程第１２ 議案

第３６号北海道町村議会議員公務災害補償

等組合規約の変更についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の３６

ページになります。 

議案第３６号北海道町村議会議員公務災

害補償等組合規約の変更について御説明を

申し上げます。 

地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道町村議会議員公務災害補償等組

合規約を次のとおり変更する。 

記以下につきましては参考資料により御

説明いたしますので、参考資料の４ページ

をお開き願います。 

資料４、議案第３６号関係。 

北海道町村議会議員公務災害補償等組合

規約の変更について。 

変更目的でございますが、新規に加入す

る団体が生じたことから、組合を組織する

団体に追加するため、規約を変更しようと

するものでございます。 

北海道町村議会議員公務災害補償等組合

につきましては、議員の公務上の災害補償

に関する事務を共同処理し、議員の生活の
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安定と福祉の向上に寄与することを目的に

設置された一部事務組合であります。 

変更内容でありますが、組合を組織する

団体に上川中部福祉事務組合を追加いたし

ます。 

なお、参考資料の５ページに規約の新旧

対照表を掲載しておりますので、御確認を

いただければと思います。 

根拠法令は地方自治法。 

施行日は総務大臣の許可の日でありま

す。 

以上、議案第３６号について御説明を申

し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第３６号北海道町村議会

議員公務災害補償等組合規約の変更につい

てを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 議案第３７号 

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 議案

第３７号北海道市町村職員退職手当組合規

約の変更についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の３７

ページになります。 

議案第３７号北海道市町村職員退職手当

組合規約の変更について御説明を申し上げ

ます。 

地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道市町村職員退職手当組合規約を

次のとおり変更する。 

記以下につきましては参考資料により御

説明いたしますので、参考資料の６ページ

をお開き願います。 

資料５、議案第３７号関係。 

北海道市町村職員退職手当組合規約の変

更について。 

変更目的でございますが、議案第３６号

と同様、新規に加入する団体が生じたこと

から、規約を変更するものでございます。 

北海道市町村職員退職手当組合につきま

しては、職員に対する退職手当の支給に関

する事務を共同処理し、職員の福祉の増進

を図るとともに、市町村財政の安定化に寄

与することを目的に設置された一部事務組

合であります。 

変更内容でありますが、組合を組織する

団体に上川中部福祉事務組合を追加いたし

ます。 

なお、参考資料７ページに規約の新旧対

照表を掲載しておりますので、御確認をい

ただければと思います。 

根拠法令は地方自治法。 

施行日は総務大臣の許可の日になりま

す。 

以上、議案第３７号について御説明を申

し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第３７号北海道市町村職

員退職手当組合規約の変更についてを採決

します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 
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したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 議案第３８号 

○議長（大原 昇君） 日程第１４ 議案

第３８号北海道市町村総合事務組合規約の

変更についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の３８

ページになります。 

議案第３８号北海道市町村総合事務組合

規約の変更について御説明を申し上げま

す。 

地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道市町村総合事務組合規約を次の

とおり変更する。 

記以下につきましては参考資料により御

説明いたしますので、参考資料の８ページ

をお開き願います。 

資料８、議案第３８号関係。 

北海道市町村総合事務組合規約の変更に

ついて。 

変更目的でございますが、先ほどの議案

と同様、新規に加入する団体が生じたこと

から、規約を変更しようとするものでござ

います。 

（「説明省略」と発言する者あり） 

以上でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第３８号北海道市町村総

合事務組合規約の変更についてを採決しま

す。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１５ 議案第３９号 

○議長（大原 昇君） 日程第１５ 議案

第３９号美幌町税条例等の一部を改正する

条例制定についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 議案書の

４３ページになります。 

議案第３９号美幌町税条例等の一部を改

正する条例制定について御説明を申し上げ

ます。 

美幌町税条例等の一部を改正する条例を

次のように制定しようとする。 

記以下につきましては参考資料により御

説明いたしますので、参考資料の１０ペー

ジをお開き願います。 

資料７、議案第３９号関係。 

美幌町税条例等の一部を改正する条例制

定について。 

改正目的でございますが、地方税法の一

部改正に伴い、所要の税条例の改正を行う

ほか、新型コロナウイルス感染症の影響を

緩和するため国民健康保険税の減免申請期

限などについての改正を行おうとするもの

でございます。 

改正内容につきましては、３項目でござ

います。 

一つ目は、個人住民税についてでありま

すが、住宅ローン控除、住宅借入金等特別

税額控除の延長についてでございます。 

これまで、控除対象となる入居期限は令

和３年中までとなってございましたが、令

和７年中まで延長となることに伴いまし

て、税額控除適用期限をこれまでの令和１

５年度から令和２０年度までに延長するも

のでございます。 

二つ目は、国民健康保険税についてでご

ざいますが、新型コロナウイルス感染症の
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影響により、減免対象年度の変更及び減免

申請期限の特例の延長についてでございま

す。 

令和２年度から実施してございます新型

コロナウイルス感染症の影響により、収入

が減少した世帯に係る国民健康保険税の減

免につきまして、令和４年４月１日から令

和５年３月３１日までを納期限とする令和

４年度課税分につきましても同様の扱いと

し、また、納期限後においても減免申請を

することができることとするものでござい

ます。 

最後三つ目、その他といたしまして、地

方税法の改正に伴う引用条項や字句の整理

を行おうとするものでございます。 

根拠法令は地方税法。 

施行日は、個人住民税、住宅ローン控除

の延長につきましては令和５年４月１日、

国民健康保険税減免申請期限の特例の延長

につきましては公布の日でございます。 

なお、参考資料１１ページから２０ペー

ジに新旧対照表を添付しておりますので、

御参照いただければと思います。 

以上、議案第３９号について御説明申し

上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第３９号美幌町税条例等

の一部を改正する条例制定についてを採決

します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１６ 議案第４０号 

○議長（大原 昇君） 日程第１６ 議案

第４０号美幌町介護保険条例の一部を改正

する条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議案の４８ペ

ージになります。 

議案第４０号美幌町介護保険条例の一部

を改正する条例の一部を改正する条例制定

について御説明申し上げます。 

美幌町介護保険条例の一部を改正する条

例の一部を改正する条例を次のように制定

しようとする。 

記以下につきましては参考資料により御

説明いたしますので、参考資料２１ページ

をお開き願います。 

資料８、議案第４０号関係。 

美幌町介護保険条例の一部を改正する条

例の一部を改正する条例制定について。 

改正の目的でございますが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響が長期化しています

ことから、介護保険料の減免の特例に関し

て、対象年度の変更と申請期限の特例を延

長しようとするものでございます。 

なお、参考資料２２ページに新旧対照表

を添付しておりますので、御参照いただけ

ればと思います。 

根拠法令は、介護保険法施行令。 

施行日は公布の日とし、令和４年４月１

日に遡及適用しようとするものでございま

す。 

以上、御説明いたしました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第４０号美幌町介護保険

条例の一部を改正する条例の一部を改正す
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る条例制定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１７ 議案第４１号 

○議長（大原 昇君） 日程第１７ 議案

第４１号美幌町公共下水道設置条例の一部

を改正する条例制定についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の４９ペ

ージをお開き願います。 

議案第４１号美幌町公共下水道設置条例

の一部を改正する条例制定について御説明

申し上げます。 

美幌町公共下水道設置条例の一部を改正

する条例を次のように制定しようとする。 

記以下につきましては参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の２３ページを

お開きください。 

資料９、議案第４１号関係。 

条例名は省略させていただきます。 

改正の目的でありますが、特定環境保全

公共下水道の区域を拡大し、美幌町公共下

水道事業計画を変更したため、条例の一部

を改正するものでございます。 

改正内容でございますが、稲美Ⅱ・野崎

地区として、既に下水道に接続済みの施設

を対象区域とするとともに、同地区で下水

道への接続が見込まれる施設があることか

ら、公共下水道事業計画の特定環境保全公

共下水道区域を３.５ヘクタール拡大し、条

例に規定する面積を１０２.１ヘクタールか

ら１０５.６ヘクタールへ改正するものでご

ざいます。 

なお、２４ページに今回の拡大区域の場

所を図示しておりますので、御覧いただき

たいと思います。 

新旧対照表につきましては、２５ページ

を御参照願います。 

根拠法令等は下水道法で、施行日は公布

の日でございます。 

以上、御説明いたしました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第４１号美幌町公共下水

道設置条例の一部を改正する条例制定につ

いてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１８ 議案第４２号 

○議長（大原 昇君） 日程第１８ 議案

第４２号令和４年度美幌町一般会計補正予

算（第２号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の５０

ページになります。 

議案第４２号令和４年度美幌町一般会計

補正予算（第２号）について御説明を申し

上げます。 

令和４年度美幌町の一般会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。 

今回の補正は、新型コロナウイルス感染

症対策として４回目のワクチン接種に係る

経費を、また、農林水産省の間接補助事業

に係る補助金などを追加するものでござい

ます。 
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歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１億２,６６４万１,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１１７億８,６１１万８,０００円とす

る。 

第２項につきましては事項別明細書によ

り御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、５９、

６０ページをお開き願います。 

３、歳出になります。 

２款総務費、１項総務管理費、８目の住

民活動推進費、１、住民活動推進事業費の

増、補助金、自治会連合会補助金１４６万

９,０００円につきましては、自治会活動の

充実と共助、コミュニティー活動の促進を

図るため、自治会連合会が実施するフレイ

ル予防、介護予防の取組が、一般財団法人

地域活性化センターのがんばる地域応援事

業助成金に採択されましたので、予算計上

をするものでございます。 

自治会連合会が主体となり月に２回、地

域集会室などを会場に元気づくりサロンを

開設し、適度な運動や栄養バランスの講

習、ゲームや脳トレなどを通じ、フレイル

予防、介護予防に取り組むもので、事業の

実施に必要な備品購入等に対し、助成金が

交付されます。 

次に、９目の財政調整等基金費、１財政

調整等基金積立金の増、積立金５,０００円

につきましては、５月２日、仲町１丁目在

住の渡部清様から町のために役立ててほし

いと御寄附がございましたので、財政調整

基金へ積立てを行います。 

なお、参考資料２６ページ資料１０に基

金の年度末予定残高を掲載しておりますの

で、後ほど御確認をいただければと思いま

す。 

次に、中段になります。 

２項の徴税費、１目税務徴税費、２、町

税等収納事務費の増、業務等委託料、軽自

動車税関係手続電子化対応プログラム改修

委託料３４６万５,０００円につきまして

は、オンラインに向けた手続を開始するた

めの準備経費になります。 

内容でありますが、軽自動車に係る関係

手続のオンライン化により、口座振替者に

対する納税証明書の送付が不要になるほ

か、納税証明書を紛失した際の再発行が不

要になるなど、事務の簡素化と利便性の向

上が図られることになります。 

その下、３項１目の戸籍住民基本台帳

費、１、戸籍住民基本台帳事務費の増、消

耗品費１６万７,０００円につきましては、

ポケモンのキャラクターを印刷した婚姻届

の用紙と出生届の写しを配布する際に使用

するクリアファイルをそれぞれ購入する経

費になります。 

内容でございますが、株式会社ポケモン

と北海道との包括連携協定により、地域の

活性化に寄与することを目的にポケモンの

キャラクターを活用する場合、無償で使用

できますので、美幌町独自の取組を行おう

とするものであります。 

まず、ポケモンのキャラクターを印刷し

た婚姻届の用紙を１,０００枚購入いたしま

す。 

また、ポケモンのキャラクターがプリン

トされたクリアファイル５００枚を作成

し、出生届を提出された方に届書の写しを

記念にお渡しするものでございます。 

下段になります。 

４款の衛生費、１項保健衛生費、２目の

予防費、２、予防接種事業費の増、４,０１

４万２,０００円につきましては、新型コロ

ナウイルスワクチンの４回目接種にかかる

経費になります。 

４回目の接種につきましては、重症化予

防を目的に実施いたしますが、対象となる

方は３回目の接種完了から５か月以上を経

過した６０歳以上の方、１８歳以上の基礎

疾患をお持ちの方、その他、重症化リスク

の高いと医師が認める方で、７月の中旬に

は接種券を発送できるように準備を進めて
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いるところであります。 

集団接種につきましては、７月３０日か

ら９月１１日までの週末に計１０回、しゃ

きっとプラザを会場に実施いたします。 

個別接種につきましては８月１日から９

月１０日をめどに、国保病院、田中医院、

工藤医院、玉川医院において、それぞれ実

施を予定してございます。 

これまでと同様にコールセンターによる

電話の受付、インターネットの予約システ

ムにより予約を受付する予定でございま

す。 

予算計上しております事務事業協力報償

の３２９万５,０００円につきましては、集

団接種に従事する医師及び看護師の報償

費、交通費になります。 

議案書の６１、６２ページ、業務等委託

料を計上してございますが、この中の１行

目のワクチン接種委託料２,２８１万５,０

００円につきましては、集団接種を美幌医

師会と産学医に、個別接種を町内の医療機

関にそれぞれ業務委託する費用になりま

す。 

また、業務等委託料の５行目、ワクチン

被接種者送迎委託料２００万円につきまし

ては、交通手段のない方のタクシー送迎費

用で、往復１,０００人分を予算計上いたし

ます。 

続いて、中段の６款農林水産業費、１項

農業費、４目の農業振興費、１、農業振興

事業費の増、補助金、スマート農業導入支

援事業補助金１００万円につきましては、

農林水産省の間接補助で事業採択の割当て

内示を受けたことから、予算計上するもの

であります。 

内容でありますが、小麦用コンバインの

自動操舵装置を共同購入、共同利用する農

家２戸に対し、１００万円を上限に補助さ

れるもので、スマート農業の推進により、

農作業の効率化と生産性の向上を図るもの

であります。 

その下の８、持続的畑作生産体系確立緊

急対策事業、補助金、持続的畑作生産体系

確立緊急対策事業補助金７,３５９万１,０

００円につきましても、農林水産省の間接

補助になります。 

事業内容でありますが、てん菜、ビート

から需要の高い作物への転換、省力作業機

械の導入、基幹作業の委託化、病害虫抵抗

性品種の導入などの取組に対し補助される

もので、事業主体につきましては、ＪＡび

ほろほか６団体であります。 

次に、２項の林業費、１目林業総務費、

２、林業推進事業費の増、業務等委託料、

企業の森看板作成委託料２７万５,０００円

につきましては、日本甜菜製糖株式会社美

幌製糖所様より、企業の森づくりの寄附申

出がございましたので、植林予定地に設置

する看板の作成費用になります。 

下段になります。 

１０款の教育費、２項小学校費、１目学

校管理費、２、小学校スクールバス運行事

業費の増、修繕料の５６万５,０００円は、

平成２６年３月に取得したスクールバスの

ミッションが故障したことによる修理費用

になります。 

５月２３日、児童を送迎した後、回送中

に走行不能になったもので、既存の予算で

既に修理済みではありますが、今後のスク

ールバス運行に支障を来さぬよう、今回の

修繕に要した費用を増額補正し、一定額の

修繕料を確保するものであります。 

１番下になります。 

２目の教育振興費、１小学校教材整備事

業費の増、消耗品費３０万円は、行政報告

いたしましたが、５月１６日に有限会社古

舘板金工業所様から、子供たちのための図

書充実に役立ててほしいと１００万円の御

寄附がございましたので、小学校３校の学

校図書館の蔵書充実を図るため、各１０万

円分の図書を購入いたします。 

次のページ、６３、６４ページになりま

す。 

３項の中学校費、２目教育振興費、１、
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中学校教材整備事業費の増、消耗品費２０

万円は、こちらにつきましても古舘板金工

業所様からの御寄附を活用し、中学校２校

の学校図書館の蔵書充実を図るため、各１

０万円の図書を購入するものでございま

す。 

その下の４項社会教育費、５目図書館

費、３、図書館活動促進事業費の増、消耗

品費の５９万円は、子供たちのために図書

充実に役立ててほしいと御寄附がございま

したので、図書館の蔵書充実を図るための

予算措置になります。 

５９万円の内訳になりますが、まず、古

舘板金工業所様からいただいた１００万円

のうち５０万円を活用いたします。 

そのほかに、３月２４日、匿名の方から

３万円の御寄附が、３月２９日、大屋委代

様から１万円の御寄附が、また、５月１０

日に美幌仏教団様から５万円の御寄附があ

りましたので、合わせて５９万円を活用い

たします。 

次に、１２款の職員給与費、１項１目職

員給与費、１、職員給与支給事務費の増、

その他手当３６５万９,０００円につきまし

ては、新型コロナウイルスワクチンの４回

目の集団接種に従事する職員の時間外勤務

手当などの追加になります。 

また、２、会計年度任用職員給与支給事

務費の増、１２１万３,０００円は４回目の

ワクチン接種に対応するため、７月から１

２月までの６か月間、事務従事者１名を任

用するための経費になります。 

次に、歳入について御説明しますので、

議案書の５７、５８ページにお戻りを願い

ます。 

２、歳入になります。 

１６款国庫支出金、１項国庫負担金、２

目の衛生費国庫負担金及び２項国庫補助

金、３目衛生費国庫補助金につきまして

は、新型コロナウイルスワクチン４回目接

種に係る対策費、事業費の全額が国から財

源措置されるものであります。 

次に、１７款の支出金、２項道補助金、

４目農林水産業費道補助金は、スマート農

業導入支援事業、持続的畑作生産体系確立

緊急対策事業に係る農林水産省の間接補助

になります。 

中段の１９款寄附金、１項１目一般寄附

金５,０００円につきましては、５月２日、

仲町１丁目在住の渡部清様から町のために

役立ててほしいと、５,０００円の御寄附を

いただいたものであります。 

その下の４目教育費寄附金１０５万円

は、２件の御寄附になります。 

５月１０日、美幌仏教団様から図書館の

蔵書充実のために役立ててほしいと５万円

を、５月１６日古舘板金工業所様から創業

７０周年及び法人設立５０周年を記念し、

子供たちのための図書充実に役立ててほし

いと１００万円をそれぞれ御寄附いただい

ています。 

次に、２０款の繰入金、１項基金繰入

金、１目財政調整基金繰入金５７５万円に

つきましては、今回の補正予算に係る財源

として、財政調整基金からの繰入れを行い

ます。 

下段の２２款諸収入、５項雑入、５目雑

入１５１万１,０００円のうち４万２,００

０円につきましては、雑誌スポンサー制度

の広告料収入になります。 

また、１４６万９,０００円は、歳出で御

説明したとおり、自治会連合会が主体とな

り実施するフレイル予防、介護予防の取組

が一般財団法人地域活性化センターの助成

金に採択されましたので、予算措置を行う

ものでございます。 

以上、議案第４２号令和４年度美幌町一

般会計補正予算（第２号）につきまして御

説明を申し上げました。 

私からの説明は以上なのですが、先ほど

私が説明した中で１点、４回目のワクチン

接種にかかる扱いで若干訂正がございま

す。 

大変申し訳ございません。 
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内容については、福祉部長から行いま

す。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 大変申し訳ご

ざいません。 

先ほど、４回目のワクチン接種の個別接

種の部分で、民間クリニックの中で工藤医

院ということで御説明をさせていただいた

ところなのですが、今回工藤先生から接種

に関しては御辞退されるという旨、私ども

に連絡が入っておりました。 

誠に申し訳ございません。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） ６０ページの住

民活動推進事業費なのですけれど、自治会

連合会が受け手になって月２回、フレイル

予防の運動をする団体がいれば、備品購入

などに購入費を出すということなのですけ

れど、この受け手は自治会連合会で機材を

買ったりするのか、それとも、各地域の団

体に出すのか。 

その辺のことをもう少し詳しくお知らせ

ください。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） ただい

まの質問にお答えさせていただきます。 

購入するのは、自治会連合会で購入する

ことになります。 

詳細は今後詰めていくことになるのです

けれども、自治会連合会が地区連絡協議

会、町内市街地に四つありますけれども、

その区域で実施する予定になっております

ので、そちらで購入して使用するという形

になります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） それでは、例え

ばいろんな団体が老人会というか、シルバ

ー会とか、高齢者の団体をつくっています

よね。 

そういうところが、例えばそこからお借

りする、そして、使えるということになる

のでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） その辺

につきましては、自治会連合会の中でまだ

詳細を詰めてはいませんけれども、有効に

活用していきたいという思いはあると思い

ますので、今後使用状況含めて調査しなが

ら、有効に活用していくように自治会連合

会でも話していくと思いますので、よろし

くお願いします。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 今の岡本議員と

同じ場所の自治会連合会の補助金、委員会

でも若干聞きました。 

たまたま私も３月議会でフレイルの関係

を質問して、当時民生部からの回答だった

のですけれど、今回自治会連合会がやるこ

とはいいのかなと思うのですが、中身が健

康予防、運動予防も入ってきて、当然自治

会連合会だけでできるものだと思わない。 

この場合、当然総務部、プラス民生部、

教育、スポーツ関係もこれらの支援に入っ

て、フレイル全体の関係の作業に位置づけ

するものなのかどうか。 

その辺、今後の町の方針に絡むかどうか

確認したいです。 

○議長（大原 昇君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（中尾 亘君） 御答弁い

たします。 

ただいまのフレイル介護予防、自治会連

合会と町の事業との関係でございますが、

当然町でしゃきっとプラザを中心に、現在

コロナで縮小はしておりますが、しゃきっ

と教室だとか、マシンを使った介護予防事

業というのを少しずつやっている状況でご

ざいます。 

今回、自治会が主導となって、補助金を
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活用しながらフレイル予防、介護予防とい

うことで、美幌町は町が中心、自治会が中

心という二面性の中でこの事業を推進して

いけると。 

当然、福祉部といいますか、保健福祉課

としても、保健師、栄養士、場合によって

は３階にいる健康運動士と連携しながら、

美幌町全体の予防に努めてまいりたいと思

っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） この間も若干聞

いたのですけれど、今後自治会連合会の４

地区の中で取り扱うという方向で進んでい

るというが、実際に今、わかっている段階

で、各自治会、要するに美幌町にある単体

の自治会と自治会連合会と協議だとか、取

扱いについてどのぐらいまで日程的に進ん

でいるのか、わかればちょっと教えてくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） この取

組については、まだ自治会連合会の中で、

検討の組織を立ち上げておりません。 

もうすぐ立ち上がって具体的に検討して

いくことになっておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑ありま

せんか。 

５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君） １点だけ伺いま

す。 

６２ページ、教育費の部分で、小学校ス

クールバスの修繕料のところです。 

壊れたスクールバスの年式と使用年数、

どれぐらいだったのか教えてください。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁申し上

げます。 

壊れましたスクールバスは、平成２６年

車製です。 

距離数にしまして、走行距離では２５万

７,６３０キロ走行してございました。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第４２号令和４年度美幌

町一般会計補正予算（第２号）についてを

採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

暫時休憩します。 

再開は、１５時４５分といたします。 

午後３時２２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後３時４５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎議会運営委員長報告 

○議長（大原 昇君） 先ほど、議会運営

委員会を開きましたので、委員長からその

結果について報告を求めます。 

１３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 先ほ

ど、議会運営委員会を開催しましたので、

その内容と結果について報告いたします。 

町長から追加議案として、議案第４３号

令和４年度一般会計補正予算（第３号）に

ついてが提出されましたので、本日、第３

日目の意見書案第２号中華人民共和国によ

る人権侵害問題に対する調査及び抗議を求

める意見書についての前に追加し、審議す

ることに決定いたしました。 

議員各位及び行政職員の御理解と御協力
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をお願い申し上げて、議会運営委員会委員

長としての報告といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程追加の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、この後、日程第１９ 

意見書案第２号中華人民共和国による人権

問題に対する調査及び抗議を求める意見書

についての前に、議案第４３号令和４年度

美幌町一般会計補正予算（第３号）につい

てを議事日程に追加し、追加日程第１とし

たいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、議案第４３号令和４年度美

幌町一般会計補正予算（第３号）について

を追加日程第１とし、議題とすることに決

定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎追加提出案件の概要説明 

○議長（大原 昇君） 町長から提出され

ました追加議案について、概要説明をした

いとの申出がありますので、発言を許しま

す。 

町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 本定例会

に追加して御提案いたします議案につい

て、御説明を申し上げます。 

議案第４３号令和４年度美幌町一般会計

補正予算（第３号）については、子育て世

帯生活支援特別給付金給付事業として、８

０万円の増額を行おうとするものでありま

す。 

なお、細部につきましては、担当部長よ

り御説明を申し上げますので、御審議の

上、原案に御協賛を賜りますようお願い申

し上げまして、追加する議案の概要説明と

いたします。 

以上、よろしくお願いいたします。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第１ 議案第４３号 

○議長（大原 昇君） 追加日程第１ 議

案第４３号令和４年度美幌町一般会計補正

予算（第３号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 追加議案書の

３ページになります。 

議案第４３号令和４年度美幌町一般会計

補正予算（第３号）について御説明を申し

上げます。 

令和４年度美幌町の一般会計補正予算

（第３号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ８０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１１７億８,６９

１万８,０００円とする。 

第２項につきましては事項別明細書によ

り御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、１２、

１３ページをお開き願います。 

３、歳出になります。 

３款民生費、２項児童福祉費、１目児童

福祉総務費、６、子育て世帯生活支援特別

給付金給付事業費の増、交付金、子育て世

帯生活支援特別給付金８０万円につきまし
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ては、北海道が地方創生臨時交付金を活用

して、国の給付金に上乗せする形で給付金

を支給する間接補助になります。 

コロナ禍の影響が長期化する中、食費等

の物価高騰に直面する低所得の子育て世帯

に対しまして、国は子育て世帯生活支援特

別給付金として児童１人当たり５万円を支

給いたしますが、その際に、北海道が１万

円を上乗せすることで、合わせて６万円を

支給しようとするものでございます。 

現在開会中の北海道議会に補正予算が提

出され、今月１４日に可決されたことか

ら、実施主体となる美幌町におきまして、

支給対象者に６月下旬をめどに一括支給で

きるよう、児童８０名分の給付金８０万円

を予算措置いたします。 

事業の概要につきましては、本年５月１

９日付で専決処分し、本日、御承認をいた

だきました承認第１２号と同様でございま

すので、説明を省略させていただきます。 

次に、歳入について御説明しますので、

１０ページ、１１ページにお戻りを願いま

す。 

２、歳入になります。 

１７款道支出金、２項道補助金、２目の

民生費道補助金、２節児童福祉費補助金８

０万円は、子育て世帯生活支援特別給付金

として北海道が１万円を上乗せ支給するた

めの補助金で、８０名分が交付されるもの

であります。 

以上、議案第４３号令和４年度美幌町一

般会計補正予算（第３号）につきまして御

説明を申し上げました。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第４３号令和４年度美幌

町一般会計補正予算（第３号）についてを

採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 意見書案第２号 

○議長（大原 昇君） 日程第１９ 意見

書案第２号中華人民共和国による人権問題

に対する調査及び抗議を求める意見書につ

いてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２０ 意見書案第３号 

○議長（大原 昇君） 日程第２０ 意見
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書案第３号補聴器購入補助等の改善をはじ

め、難聴（児）者への支援拡充を求める意

見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２１ 意見書案第４号 

○議長（大原 昇君） 日程第２１ 意見

書案第４号女子トイレの維持及びその安心

安全の確保を求める意見書についてを議題

とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２２ 意見書案第５号 

○議長（大原 昇君） 日程第２２ 意見

書案第５号森林・林業・木材産業によるグ

リーン成長に向けた施策の充実強化を求め

る意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま
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す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２３ 意見書案第６号 

○議長（大原 昇君） 日程第２３ 意見

書案第６号適格請求書等保存方式（インボ

イス制度）の導入中止を求める意見書につ

いてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２４ 意見書案第７号 

○議長（大原 昇君） 日程第２４ 意見

書案第７号水田活用の直接支払交付金の見

直しの中止を求める意見書についてを議題

とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２５ 意見書案第８号 

○議長（大原 昇君） 日程第２５ 意見

書案第８号食料安全保障の強化を図る新た

な国の予算確保と国民への理解醸成を図る

意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２６ 意見書案第９号 

○議長（大原 昇君） 日程第２６ 意見

書案第９号２０２２年度北海道最低賃金改

正等に関する意見書についてを議題としま

す。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２７ 意見書案第１０号 

○議長（大原 昇君） 日程第２７ 意見

書案第１０号地方財政の充実・強化に関す

る意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２８ 意見書案第１１号 

○議長（大原 昇君） 日程第２８ 意見

書案第１１号義務教育費国庫負担制度堅

持・負担率２分の１への復元、「３０人以

下学級」など教育予算確保・拡充と就学保

障の実現に向けた意見書についてを議題と

します。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと
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思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２９ 意見書案第１２号 

○議長（大原 昇君） 日程第２９ 意見

書案第１２号消費税インボイス制度の実施

中止を求める意見書についてを議題としま

す。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本意見書案は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本意見書案は原案のとおり

可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において、別紙記載の提出先に提出するこ

とといたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３０ 報告第１０号 

○議長（大原 昇君） 日程第３０ 報告

第１０号令和３年度美幌町一般会計予算繰

越明許費繰越計算書について。 

御手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１０号令和３年度美幌町一

般会計予算繰越明許費繰越計算書について

は、これで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３１ 報告第１１号 

○議長（大原 昇君） 日程第３１ 報告

第１１号令和３年度美幌町一般会計予算事

故繰越し繰越計算書について。 

御手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１１号令和３年度美幌町一

般会計予算事故繰越し繰越計算書について

は、これで終わります。 

 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３２ 報告第１２号 

○議長（大原 昇君） 日程第３２ 報告
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第１２号令和３年度美幌町水道事業会計予

算繰越計算書について。 

御手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、令和３年度美幌町水道事業会計予

算繰越計算書については、これで終わりま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３３ 報告第１３号 

○議長（大原 昇君） 日程第３３ 報告

第１３号一般財団法人美幌みどりの村振興

公社の経営状況報告について。 

御手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１３号一般財団法人美幌み

どりの村振興公社の経営状況報告について

は、これで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３４ 報告第１４号 

○議長（大原 昇君） 日程第３４ 報告

第１４号専決処分の報告について。 

御手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１４号専決処分の報告につ

いては、これで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３５ 報告第１５号 

○議長（大原 昇君） 日程第３５ 報告

第１５号専決処分の報告について。 

御手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１５号専決処分の報告につ

いては、これで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３６ 報告第１６号 

○議長（大原 昇君） 日程第３６ 報告

第１６号例月出納検査報告について（２月

～４月分）。 

御手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１６号例月出納検査報告に

ついて（２月～４月分）は、これで終わり

ます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３７ 閉会中の継続調査 

   について 

○議長（大原 昇君） 日程第３７ 閉会

中の継続調査についてを議題とします。 

各委員長から会議規則第７５条の規定に

よって、御手元に配付した印刷物のとお

り、申出があります。 

お諮りします。 

各委員長から申出のとおり、閉会中の継

続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、各委員長から申出のとお

り、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎閉会宣告 

○議長（大原 昇君） 以上で、本定例会

に付議されました案件は全部終了しまし

た。 

会議を閉じます。 

これで、令和４年第５回美幌町議会定例

会を閉会します。 

お疲れさまでした。 
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午後４時０６分 閉会   
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